
 



自
立
に
向
け
た
三
つ
の
挑
戦

状
況
に
即
応
し
た
足
腰
の
強
い

自
治
体
づ
く
り

現
在
、
策
定
中
の
「
雲
南
市
総

合
計
画
」
に
よ
り
、
①
広
域
行
政

へ
の
対
応
、
②
高
速
道
路
時
代
へ

の
対
応
、
③
高
齢
化
と
少
子
化
へ

の
対
応
、
④
国
際
化
・
情
報
化
へ

の
対
応
、
⑤
環
境
保
全
へ
の
対
応
、

⑥
教
育
問
題
へ
の
対
応
、
⑦
健
康

へ
の
対
応
を
明
確
に
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
市
民
、
事
業
者
、

行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
ら

か
に
し
、
相
互
理
解
の
も
と
で
役

割
を
分
担
し
な
が
ら
、
知
恵
を
出

平
成
18
年
度
は
、「
雲
南
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
く
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改

革
を
す
す
め
、
状
況
に
即
応
し
た
足
腰
の
強
い
自
治
体
づ
く
り
の
実
践
と
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
挑
戦
を
し
て
い
き
ま
す
。

3
月
6
日
か
ら
24
日
ま
で
開
か
れ
た
平
成
18
年
雲
南
市
3
月
定
例
議
会
で
、
冒
頭
、

速
水
雄
一
市
長
は
次
の
と
お
り
所
信
表
明
し
ま
し
た
（
要
旨
）。し

合
い
、
総
力
を
結
集
し
て
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
よ
り
雲

南
市
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
や
観

光
資
源
を
磨
き
上
げ
、
新
た
な
交

流
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
い
う

提
案
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
具
体
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
解
決
の
提
案
を
私

た
ち
の
地
域
か
ら
こ
そ
、
発
信
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

雲
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
私

た
ち
が
こ
の
豊
か
な
地
域
を
誇
り

に
思
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
魅

力
を
市
民
み
ん
な
で
磨
き
上
げ
る

こ
と
、
さ
ら
に
全
国
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
と
固
く
信
じ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

不
断
の
改
革

平
成
17
年
度
を
改
革
元
年
と
位

置
付
け
、
全
庁
を
挙
げ
て
行
財
政

改
革
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
改
革
の
基
本

的
な
考
え
方
を
「
行
財
政
改
革
基

本
方
針
」
と
し
て
ま
と
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
・
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
、
第
三
セ
ク
タ

ー
等
の
見
直
し
、
今
後
の
行
政
組

織
機
構
の
あ
り
方
の
検
討
、
さ
ら

に
は
職
員
給
与
の
削
減
な
ど
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
の
推
進
に
取
り
組
む
決
意
で

あ
り
ま
す
。

◆
地
域
委
員
会
に
つ
い
て

地
域
委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
た
議
論
が
精
力

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
18
年

度
は
、
特
に
地
域
計
画
の
実
践
に

向
け
て
地
域
自
主
組
織
や
総
合
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
た
取
組
み
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◆
地
域
振
興
補
助
金
に
つ
い
て

地
域
振
興
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
１
月
末
現
在
、
市

民
活
動
団
体
か
ら
申
請
を
受
け
た

約
120
事
業
を
承
認
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
も
事
業
の
成
果
や

反
省
点
を
報
告
す
る
活
動
報
告
会

な
ど
を
開
催
し
、
活
動
の
周
知
と

さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

◆
地
域
自
主
組
織
に
つ
い
て

地
域
自
主
組
織
は
、
市
内
で
44

区
域
で
の
設
立
を
想
定
し
て
お
り
、

２
月
末
現
在
で
22
組
織
が
立
ち
上

が
り
、
15
の
準
備
組
織
で
設
立
に

向
け
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
に
つ
い
て

雲
南
市
の
都
市
計
画
区
域
を
再

編
す
る
計
画
案
の
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、「
ま
ち
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
」、「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
」、「
出
雲
大
東
駅
周
辺
整
備

事
業
」、「
大
木
原
土
地
区
画
整
理

事
業
」
に
つ
い
て
継
続
事
業
を
中

心
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
財
政
状
況
が
窮
迫
し
て

い
る
折
か
ら
事
業
内
容
の
大
幅
な

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
環
境
対
策
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
「
雲
南
市
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
雲
南

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

を
策
定
す
る
ほ
か
、「
生
ご
み
処

理
容
器
購
入
費
補
助
金
」、「
ご
み

集
積
施
設
整
備
費
補
助
金
」、「
住

宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
事
業
補
助

金
」
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

意
事
業
を
行
う
ほ
か
、
雲
南
地
域

の
実
情
を
勘
案
し
、
小
規
模
多
機

能
居
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
審
査
会

を
奥
出
雲
町
、
飯
南
町
と
と
も
に

共
同
設
置
し
、
障
害
者
程
度
区
分

に
よ
り
支
給
決
定
を
行
う
ほ
か
、

４
月
か
ら
は
精
神
障
害
者
通
院
医

療
費
に
つ
い
て
も
助
成
し
、
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
自
治
の
ま
ち

◆
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

「
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん

な
ん
」
は
、
事
務
所
を
三
刀
屋
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
場

所
に
設
置
し
、「
よ
し
だ
福
祉
会
」

に
運
営
委
託
す
る
こ
と
と
し
、
各

種
事
業
を
全
市
で
展
開
し
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
と
の
連
携
や
子

供
へ
の
取
り
組
み
を
主
体
に
、
市

民
の
皆
様
が
生
涯
現
役
で
過
ご
す

こ
と
を
目
指
し
、
横
断
的
、
統
一

的
な
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

◆
福
祉
施
策
に
つ
い
て

市
の
保
健
福
祉
施
策
推
進
の
基

本
と
な
る
「
総
合
保
健
福
祉
計
画
」

を
策
定
す
る
ほ
か
、
４
月
よ
り
乳

幼
児
等
医
療
費
の
独
自
助
成
の
実

施
、
児
童
手
当
支
給
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
予
防
重
視
型

へ
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、「
高
齢

者
の
生
活
機
能
の
低
下
防
止
策
」

を
強
化
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
い

て
保
健
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
介
護
予
防
事
業
を

は
じ
め
、
包
括
的
支
援
事
業
、
任

誰
も
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち

◆
定
住
対
策
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
に
発
足
を
目
指
し

て
い
ま
す
「
雲
南
市
ふ
る
さ
と
会
」

会
員
な
ど
を
対
象
に
、
様
々
な
情

報
を
提
供
し
、
田
舎
暮
ら
し
の
良

さ
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
公
共
交
通
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
に
「
市
民
バ
ス
交

通
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
18
年

度
よ
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
運

行
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
木
次
線
の
利
用

促
進
な
ど
を
含
め
、
公
共
交
通
の

あ
り
方
を
総
合
的
に
見
直
し
て
い

き
ま
す
。

◆
尾
原
ダ
ム
・
中
国
横
断
自
動
車

道
尾
道
松
江
線
建
設
事
業

尾
原
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
18
年
度
の
早
い
時

期
に
ダ
ム
本
体
工
事
に
着
工
す
る

運
び
と
伺
っ
て
お
り
、
平
成
22
年

度
の
完
成
に
向
け
て
事
業
は
順
調

に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム

整
備
計
画
」
の
具
体
化
に
向
け
た

協
議
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江

平平成成1188年年度度雲雲南南市市施施政政方方針針

線
に
係
る
道
路
予
算
に
つ
い
て

は
、
そ
の
必
要
額
が
確
保
さ
れ
、

吉
田
掛
合
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
県
境
間
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

用
地
買
収
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
し
ま
す
。

◆
一
般
国
道
54
号
に
つ
い
て

一
般
国
道
54
号
の
三
刀
屋
ト
ン

ネ
ル
は
、
広
島
方
面
へ
の
上
り
車

線
専
用
の
ト
ン
ネ
ル
を
新
設
し
、

現
在
の
ト
ン
ネ
ル
は
歩
道
と
松
江

方
面
へ
の
１
車
線
の
車
道
が
整
備

さ
れ
る
計
画
で
す
。

三
刀
屋
４
車
線
拡
幅
事
業
は
、

市
道
改
良
な
ど
と
調
整
し
な
が
ら

事
業
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

快
適
生
活
の
た
め
の
機
能
と

自
然
あ
ふ
れ
る
生
活
空
間
が
共
生
す
る
ま
ち

◆
学
校
教
育
に
つ
い
て

学
社
融
合
・
連
携
を
目
指
し
、

市
内
中
学
校
へ
学
校
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
教
育
委
員
会
職
員
）

を
配
置
し
、
こ
こ
を
拠
点
に
各
小

学
校
を
統
括
し
な
が
ら
、
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
は
、
英
語

活
動
事
業
を
市
内
小
学
校
へ
拡
大

ふ
る
さ
と
を
愛
し
豊
か
な
心
を
育
む

教
育
と
文
化
の
ま
ち

生
命
と
神
話
が
息
づ
く
　新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

い

の

ち
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行
財
政
改
革
の
推
進
に
お
い

て
、
コ
ス
ト
削
減
や
効
率
性
の
追

求
は
当
然
必
要
だ
が
、
そ
の
一
方

で
、
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
配
慮
、

或
い
は
市
内
の
周
辺
部
地
域
に
対

す
る
配
慮
な
ど
、
生
活
弱
者
や
地

域
格
差
、
公
共
性
な
ど
に
つ
い
て

十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
ら
を
守
っ
て
い
く
の
が

地
方
自
治
体
の
役
割
で
あ
り
、
そ

れ
を
い
か
に
効
率
よ
く
や
る
か
と

い
う
視
点
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

地
方
自
治
の
根
幹
で
あ
る
市
税

に
つ
い
て
は
、
納
税
者
間
の
公
正

性
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
真
面

目
な
納
税
者
の
た
め
に
き
ち
ん
と

対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
担
当
者
任

せ
で
は
な
し
に
市
全
体
の
問
題
と

位
置
づ
け
、
収
納
対
策
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

行
財
政
改
革
大
綱
素
案
は
、
雲

南
市
の
行
財
政
改
革
の
指
針
と
な

る
も
の
で
、「
市
民
が
主
役
の
自

治
」
を
改
革
の
基
本
理
念
と
し
、

「
市
民
の
総
力
の
結
集
と
職
員
の

意
識
改
革
」、「
情
報
公
開
の
徹

底
」、「
財
政
の
健
全
化
」
の
3
つ

を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
改
革
の
基
本
施
策
に

は
、
次
の
5
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

●
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

●
市
民
本
位
の
視
点
で
サ
ー
ビ
ス

を
見
直
し
ま
す
。

●
適
正
な
財
源
確
保
に
努
め
、
将

来
に
向
け
て
、
継
続
可
能
な
財

政
運
営
を
行
い
ま
す
。

●
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
行

政
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

●
行
政
課
題
に
迅
速
に
対
応
し
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
め

ざ
し
ま
す
。

市
で
は
、
今
回
の
答
申
を
受
け
、

雲
南
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部

（
本
部
長
・
速
水
市
長
）
に
お
い

て
行
財
政
改
革
大
綱
を
決
定
し
、

平
成
18
年
度
か
ら
こ
の
大
綱
に
基

づ
く
改
革
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。な

お
、
雲
南
市
行
財
政
改
革
大

綱
は
、
4
月
以
降
、
雲
南
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定
の
ほ

か
、
市
役
所
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
生
命

い
の
ち

と
神
話
が
息
づ
く
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

ー
聖
域
を
設
け
ず
決
断
力
を
も
っ
て
迅
速
に
取
り
組
み
ま
す

し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
掛
合
統
合

小
学
校
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
開
校
に
向
け
た
学
校
運
営
方

針
や
、
校
章
・
校
歌
等
の
準
備
に

も
着
手
し
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
に
つ
い
て

私
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
」
や
、「
ふ

る
さ
と
の
よ
さ
」
を
今
一
度
見
つ

め
直
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
共
に
実
践
で

き
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
推
進

し
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

は
18
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
参
考
に

し
、
今
後
も
継
続
で
き
る
よ
う
関

係
部
局
と
連
携
を
図
り
、
検
討
し

ま
す
。

◆
人
権
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
は
、「
人
権
施
策

推
進
基
本
方
針
」
を
策
定
す
る
予

定
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
人
権
教
育

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、「
男
女
共
同
参
画
計
画
」

は
、
公
募
に
よ
り
参
加
さ
れ
た
市

民
を
含
め
15
名
（
内
女
性
９
名
）

で
構
成
さ
れ
る
策
定
委
員
を
中
心

に
、
平
成
18
年
度
末
の
策
定
に
向

け
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

◆
国
際
交
流
に
つ
い
て

市
内
で
国
際
交
流
・
文
化
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
団
体
で
組

織
さ
れ
る
「
雲
南
市
国
際
交
流
協

会
」
を
立
ち
上
げ
、
団
体
間
の
連

携
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
な
る
国
際

交
流
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
雲
南

地
区
日
韓
親
善
協
会
で
は
、
韓
国

オ
ン
ヌ
リ
国
楽
芸
術
団
の
公
演
を

計
画
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

◆
企
業
振
興
に
つ
い
て

昨
年
の
設
立
以
来
、
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内
の
企
業
、

事
業
所
の
訪
問
活
動
を
展
開
し
、

個
々
の
企
業
の
課
題
、
要
望
を
諸

機
関
等
と
協
議
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
農
業
振
興
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
る
経
営

所
得
安
定
対
策
は
、
地
域
ぐ
る
み

の
共
同
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
、
地
域
の
皆
様

へ
具
体
的

内
容
の
周

知
を
行
っ

て
い
き
ま

す
。畜

産
振

興
に
つ
い

て
は
、
吉

田
町
上
山
地
区
に
お
い
て
100
頭
規

模
の
繁
殖
和
牛
の
牛
舎
を
、
木
次

町
宇
山
地
内
に
お
い
て
は
堆
肥
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る

ほ
か
、
平
成
19
年
秋
に
鳥
取
県
で

開
催
さ
れ
る
第
９
回
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
へ
、
優
良
牛
を
出
品
す

る
た
め
、
雲
南
市
出
品
対
策
協
議

会
を
設
立
し
、
関
係
者
及
び
団
体

が
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

「
大
原
地
区
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、平
成
18

年
度
よ
り
６
か
年
、
約
15
億
円
を

か
け
実
施
す
る
ほ
か
、「
加
茂
西

地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
」
に
よ
る
圃
場
整
備
や
掛
合
町

内
の
飯
石
広
域
農
道
か
ら
三
刀
屋

町
根
波
別
所
地
区
へ
通
じ
る
路
線

（
萱
野
根
波
線
）
の
農
道
整
備
事

業
に
も
着
手
い
た
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
推
進
体
制

◆
行
財
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て

市
民
代
表
と
学
識
経
験
者
で
構

成
す
る
「
雲
南
市
行
財
政
改
革
推

進
会
議
」
に
対
し
素
案
を
諮
問
し
、

先
般
、
答
申
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

具
体
的
に
は
、
市
民
本
位
・
成

果
重
視
の
行
政
運
営
を
目
的
と
し

た
行
政
評
価
制
度
の
導
入
準
備
、

協
働
の
自
治
の
推
進
の
た
め
の
市

民
と
行
政
の
役
割
分
担
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
検
討
、
類
似
団
体
と

比
較
し
て
多
額
で
あ
る
補
助
費
等

の
抑
制
に
向
け
た
補
助
金
交
付
基

準
の
策
定
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
に
向
け
た
施
設
使
用
料
の
見
直

し
及
び
減
免
基
準
の
統
一
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

◆
電
子
自
治
体
推
進
に
つ
い
て

昨
年
実
施
し
た
雲
南
市
ふ
る
さ

と
通
貨
・
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム

の
実
証
実
験
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
拡
大
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
利
活
用
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

◆
不
均
一
課
税
の
解
消
に
つ
い
て

合
併
特
例
法
の
規
定
を
適
用
し

て
不
均
一
課
税
と
し
て
い
る
法
人

税
（
法
人
税
割
）、
固
定
資
産
税

の
税
率
に
つ
い
て
は
、
公
正
･
公

平
な
住
民
負
担
の
観
点
や
、
社
会

経
済
の
情
勢
、
住
民
負
担
・
企
業

負
担
の
適
否
、
新
市
建
設
計
画
を

具
体
化
す
る
財
政
計
画
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
平
成
19
年
４
月
実

施
を
目
標
に
税
率
の
統
一
を
図
り

ま
す
。

終
わ
り
に
、
雲
南
市
の
将
来
は
、

行
財
政
改
革
の
成
否
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
改
革
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
の
み
、「
生
命
と
神
話
が

息
づ
く
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
の
実
現
が
可
能
で
あ
る

と
確
信
を
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
所
信

の
一
端
を
申
し
述
べ
、
平
成
18
年

の
施
政
方
針
と
し
ま
す
。

平
成
18
年
　
３
月
６
日

雲
南
市
長
　
速
水
　
雄
一

多
様
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た

産
業
が
発
展
す
る
ま
ち

委
員
か
ら
の
意
見
要
旨

第
4
回
雲
南
市
行
財

政
改
革
推
進
会
議

第
4
回
雲
南
市
行
財

政
改
革
推
進
会
議

行
財
政
改
革
大
網
案

行
財
政
改
革
大
網
案

2月24日、本年度最終となる第4回雲南市行財政改革推進会議
が木次総合センターで開催され、行財政改革大綱答申に係る取
りまとめが行われました。
そして、3月1日、市役所で行財政改革推進会議の保

ほ

母
ぼ

武
たけ

彦
ひこ

会
長から答申書が、速水市長に手渡されました。

平平成成1188年年度度雲雲南南市市施施政政方方針針
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●地域を担う人材の育成・確保

躍動、私の夢かなうまち 
●市民活動の充実

参加、みんなの力で創るまち
●地域の宝を活かした市民と行政の協働

発信、地域の宝を活かすまち 

●都市基盤の整備
●生活環境の充実

環境にやさしく住みたくなるまち
●道路・交通の整備
●自然環境の保全

神話と自然を活かした田園都市
●地域情報化の推進
●消防・防災・安全対策の充実

あたたかい人の和で安心安全なまち

●安心して子育ての出来る支え合いのある
　まちづくり

安心して子育てのできる
支え合いのあるまち 

●保健・医療・福祉の充実
●高齢者が健康で生きがいをもって暮らせるまち
●障害者が自立した生活ができるやさしいまちづくり

誰もが生涯健康でいきいきと
生きがいをもって暮らせるまち

●地域の中でお互いに支え合い、安全安心な
　生活ができる環境づくり

身近に感じる福祉の窓口づくりと
地域医療体制が充実したまち

市民と行政が対等な立場に立って、お互いの意見
を尊重し、学習を通じて一人ひとり意識を高めあ
い、役割と責任を担い合いながら共通の目標に向
かって取り組むこと

いう気持ちを込めたスローガン

まちづくりを推進する人材の育成
地域ぐるみのまちづくり
情報の共有化の充実

優先する施策

●工業の振興
●新産業の創出
●就労の場の創出

暮らしたくなる、働きたくなる 

●農林業の振興

らしさを活かすモノづくり

地場産業の振興
農業の６次産業化の推進
観光資源の活用

優先する施策

子育て支援の充実
心身ともに生涯健康で暮らせるまちづくり
福祉サービスの充実と生活環境の向上

優先する施策

●学校教育の充実
●幼児教育の充実
●国際化への対応

愛といのちを育む
教育環境の充実 

●生涯学習の推進
●人権の尊重

共に歩む生涯学習
社会づくり

●文化・スポーツの振興

人生を豊かにする
文化・スポーツの振興

特色ある教育の推進
平和と人権を尊重する社会づくりの推進
地域文化の振興

優先する施策

幹線道路網の整備　～市内の移動時間と距離を縮める一体となった整備
景観づくりの推進　～全市民が参加し、魅力あるまちづくり
生活・交流拠点の充実　～市内に住む人と他地域の人が住みやすく、行ってみたくなるまち

優先する施策

●観光の振興
●商業の振興

世代、地域、時間をこえた交流
と　き

生
命
生
命
と
神
話
神
話
が
息
づ
く
新
し
い
日
本
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

 
い
の
ち 

生
命
と
神
話
が
息
づ
く
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

 
い
の
ち 

　
市
民
案
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表 

7 6

ま
ち
づ
く
り
会
議
は
、
公
募

委
員
27
人
、
地
域
委
員
会
委
員

12
人
の
、
39
人
で
構
成
さ
れ
、

「
協
働
に
よ
る
自
治
」、「
定
住
環

境
の
充
実
」、「
安
心
生
活
の
創

造
」、「
人
が
輝
く
教
育
・
文
化
」、

「
ふ
る
さ
と
産
業
の
創
出
」
の
5

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
ま
ち
づ
く
り
会

議
は
、
全
体
会
が
10
回
、
各
分

科
会
が
10
数
回
以
上
開
か
れ
、

「
将
来
目
標
」
や
「
テ
ー
マ
の
絞

込
み
」、「
優
先
施
策
・
指
標
の

選
定
」
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に

協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

2
月
19
日
に
は
、
チ
ェ
リ
ヴ

ァ
ホ
ー
ル
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
な
ど
中
間
報
告
の
場
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
は
じ
め

に
、
速
水
市
長
が
「
市
民
の
み

な
さ
ん
に
よ
り
総
合
計
画
策
定

に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
雲
南
市
な
ら
で
は
の
ま

ち
づ
く
り
を
期
待
し
た
い
」
と

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
市
役
所
担
当
者
か

ら
「
こ
れ
ま
で
の
計
画
策
定
の

流
れ
」
や
「
旧
町
村
単
位
で
進

め
る
地
域

※
２

計
画
の
報
告
」
を
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
会
議

の
各
分
科
会
ご
と
に
、
こ
れ
ま

で
の
会
議
報
告
や
将
来
目
標
設

定
の
説
明
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り

会
議
員
に
よ
り
発
表
が
あ
り
、

こ
れ
を
受
け
、
島
根
大
学
教
育

学
部
　
作
野
広
和
助
教
授
と
ま

ち
づ
く
り
会
議
委
員
及
び
市
長

と
の
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
会
議
で
は
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
発
表
さ
れ
た
中
間
報

告
を
も
と
に
、
さ
ら
な
る
協
議

を
重
ね
、
総
合
計
画
の
市
民
案

を
作
成
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
市
民
案
を
も
と

に
、
総
合
計
画
の
原
案
を
策
定

委
員
会
に
よ
り
策
定
し
、
市
民

か
ら
の
意
見
提
案
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
を
求
め
た
う
え

で
内
容
を
調
整
し
、
今
年
の
9

月
議
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

★
次
号
よ
り
検
討
内
容
に
つ
い

て
よ
り
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

検
討
状
況
を
報
告

ま
ち
づ
く
り
会
議
に
よ
る検

討

今
後
の
予
定

※
１
　
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
基
本
構

想
は
、
長
期
展
望
に
た
っ
て
、
雲
南
市
の
将
来
の
目
標
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た

め
に
必
要
な
各
種
施
策
、
事
業
の
具
現
化
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
た

も
の
で
す
。
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
で
定
め
ら
れ
た
施
策
を
現
実
の
行
財
政
の
な
か

で
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
か
の
年
次
計
画
で
す
。

※
２
　
地
域
計
画
は
、
地
域
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
計
画
で
あ
り
、
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
旧
町
村
単
位
ご
と
の
発
展
・
基
本
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、

各
地
域
の
現
状
や
課
題
に
応
じ
、
市
民
が
参
画
・
協
働
し
な
が
ら
地
域
の
自
立
・
自
律

を
め
ざ
す
「
市
民
の
た
め
の
市
民
の
手
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
を
示
し
た
計
画
で
す
。

※
３
　
策
定
委
員
会
と
は
、
助
役
を
長
と
し
、
部
局
長
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
機
関
で
あ
り
、

業
務
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
会
議
及
び
地
域
委
員
会
か
ら
示
さ
れ
た
計
画
案
を
踏
ま
え
、

意
見
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
計
画
原
案
を
策
定
し
ま
す
。

総合計画策定スケジュール 
平成17年度 平成18年度 

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム 

総合計画策定委員会 

市民（案） 
とりまとめ、策定 
委員会へ報告 

総合計画素案とりまとめ パブリックコメント 
総合計画原案 
とりまとめ 

市
長
市
長
へ
提
出
提
出 

市
長
へ
提
出 

意見調整 

まちづくり会議・地域委員会 

※
1
※
1

　
総
合
計
画

　
総
合
計
画
は
、雲
南
市

雲
南
市
で
の
ま
ち

づ
く
り
の
最
も
上
位
上
位
に
位
置
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
、総
合
的

総
合
的
、計
画
的

計
画
的

な
行
財
政
運
営

行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
上

で
の
基
本
的

基
本
的
な
指
針
指
針
と
な
る
も
の

で
す
。 

　
こ
の
計
画
計
画
に
基
づ
き
、平
成
平
成
19
年

度
か
ら
８
年
間
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
、各

分
野
分
野
に
お
け
る
施
策
施
策
や
事
業
展
開

事
業
展
開

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
雲
南
市

　
雲
南
市
で
は
、昨
年
昨
年
６
月
か
ら
計

画
策
定

画
策
定
に
着
手
着
手
し
て
お
り
、現
在
現
在
、

ま
ち
づ
く
り
会
議
会
議
や
各
地
域
委
員

各
地
域
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、策
定
作
業

策
定
作
業
を

す
す
め
て
い
ま
す
。 

　
総
合
計
画
は
、雲
南
市
で
の
ま
ち

づ
く
り
の
最
も
上
位
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
、総
合
的
、計
画
的

な
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
上

で
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
も
の

で
す
。 

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、平
成
19
年

度
か
ら
８
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
、各

分
野
に
お
け
る
施
策
や
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
雲
南
市
で
は
、昨
年
６
月
か
ら
計

画
策
定
に
着
手
し
て
お
り
、現
在
、

ま
ち
づ
く
り
会
議
や
各
地
域
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、策
定
作
業
を

す
す
め
て
い
ま
す
。 

※
３



桜
は
、
適
切
な
保
育
を
し
な
け
れ
ば
、
見
事

な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
病

気
や
害
虫
、
養
水
分
不
足
な
ど
に
よ
り
、
枯
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

雲
南
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に

咲
く
桜
の
世
話
を
し
、
管
理
や
保
護
、
治
療
を

行
う
桜さ

く
ら

守も
り

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

雲
南
市

の
桜
守
は
、

川
淵
昭
一

さ
ん
と
周

藤
利
夫
さ

ん
の
２
人

で
す
。

桜
守
の

活
動
は
、

寿
命
50
〜

60
年
と
言

わ
れ
る
桜

の
樹
木
が

さ
ら
に
見

事
な
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
樹
勢
を
回
復
さ
せ
る

作
業
や
、根
元
に
肥
料
を
施
す
土
壌
改
良
作
業
、

鳥
や
病
害
虫
か
ら
桜
を
守
る
保
護
作
業
、
防

寒
・
暴
風
作
業
、
植
樹
作
業
な
ど
で
、
一
年
間

を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

桜
守
に
見
守
ら
れ
た
桜
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と

の
心
の
花
・
思
い
出
の
情
景
と
し
て
、
今
年
も

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
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ふ
る
さ
と
の
心
の
花 

さ
・
く
・
ら

こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
刀
屋
川
河
川
敷
と
三
刀
屋
城
山
公
園
で

は
、
染そ

め

井い

吉よ
し

野の

の
開
花
か
ら
お
よ
そ
２
週
間
遅

れ
て
、
珍
し

い
緑
の
桜

「
御
衣

ぎ
ょ
い

黄こ
う

」、

約
200
本
も
咲

き
始
め
、
花

見
が
２
度
楽

し
め
ま
す
。

日
本
さ
く
ら
名
所
百
選
認
定
の
斐
伊
川
堤
防

桜
並
木
は
、
２
km
に
わ
た
る
桜
の
ト
ン
ネ
ル
。

中
国
地
方
随
一
の
桜
名
所
は
雲
南

う
ん
な
ん

市し

の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
堤
防
に
は
、
８
０
０
本
ち
か
く

の
染そ

め

井い

吉よ
し

野の

が
並
び
、
中
に
は
樹
齢
80
年
ち
か

く
の
巨
木
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
市
内
で
は
、
三
刀
屋
川
河
川
敷
や

大
東
町
の
丸
子
山
公
園
、
加
茂
中
央
公
園
、
ラ

メ
ー
ル
周
辺
の
赤
川
堤
防
で
も
花
見
を
楽
し
む

雲
南
市
が
一
番
輝
く
時
期
、
桜
咲
く
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

雲
南
市
の
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
桜
。
市
内

の
名
所
に
も
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
花
見
を
楽
し
み
、

時
に
は
酔
い
し
れ
ま
す

古
く
か
ら
和
歌
や
詩
に
も
多
く
詠
わ
れ
て
い
る
桜
。

こ
の
時
期
、
就
職
、
入
学
式
な
ど
人
生
の
節
目
の
情

景
に
は
、
必
ず
桜
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
桜
、
開
花
時
期
は
平
年
よ
り
や
や
早
め
で
、

鳥
に
よ
る
つ
ぼ
み
の
食
害
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
花

つ
き
も
良
い
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
要
な
花
見
ス
ポ
ッ
ト

桜
を
見
守
る
桜
守

現
在
、
桜
の
保
護
作
業
の
ほ
か
、
市
内
に

あ
る
桜
の
銘
木
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

野
生
種
の
中
に
も
幹
周
り
の
大
き
な
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
木
も
含
め
、
調
査
・
把

握
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

普
段
の
作
業
に
お
い
て
は
、
色
々
な
悪
条

件
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
路
面
や
劣
悪
な
土
壌
条

件
な
ど
）
の
中
、
な
る
べ
く
自
然
に
近
い
環

境
条
件
を
作
り
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
、

「
自
然
と
の
共
生
・
調
和
」
を
心
が
け
作
業

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

桜
の
魅
力
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
厳
し

い
木
枯
ら
し
の
季
節
に
、
少
し
ず
つ
芽
を
膨

ら
ま
せ
、
時
期
が
き
た
ら
一
斉
に
花
咲
く
、

そ
の
姿
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
人
生
の
門
出
や
節
目
に
、
人
そ

れ
ぞ
れ
の
心
の
花
と
し
て
、
夢
や
希
望
を
与

え
る
自
然
か
ら
の
恵
み
の
ひ
と
つ
だ
と
思

い
、
大
切
に
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
木
次
エ
リ
ア
の
作
業
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
が
、
斐
伊
川
堤
防
の
桜
の
中
に
は
、

高
い
樹
齢
の
も
の
、
ナ
ラ
タ
ケ
病
や
テ
ン
グ

ス
病
な
ど
の
病
気
が
浸
透
し
て
い
る
も
の
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
樹
勢
回
復
や

治
療
を
中
心
と
し
た
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
枯
れ
て
し
ま
っ
た
染そ

め

井い

吉よ
し

野の

に
替

わ
り
、
病
気
に
強
い
品
種
（
神
代

じ
ん
だ
い

曙
あ
け
ぼ
のや

陽よ
う

春
し
ゅ
ん

）
の
移
植
作
業
も
年
次
計
画
を
立
て
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

桜
守
の
使
命
は
、
３
月
下
旬
か
ら
花
開
く

素
晴
ら
し
い
景
観
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

老
木
が
懸
命
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
姿
を

見
る
と
、
来
年
も
多
く
の
花
が
咲
く
よ
う
に
、

何
と
か
し
て
や
り
た
い
、
応
え
て
や
り
た
い

と
思
い
様
々
な
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

も
、
桜
守
の

活
動
を
通

じ
、
桜
を
守

っ
て
い
き
、

み
な
さ
ん
に

毎
年
、
心
に

響
く
満
開
の

花
を
見
て
い

た
だ
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

川淵昭一さん周藤利夫さん

　JR木次駅前をメイン会場に、ラジオ公開生放送や郷土芸能ステージ、特産品販売等
の催しが行われるほか、9日の夜には打ち上げ花火を予定しています。 

郷土芸能ショー　　10:30～ 
（安来節、斐伊川さくら太鼓、木次中学校吹奏楽部、日登神楽） 
打上花火　　　　　20：00～ 

と　き 4月8日（土）・9日（日） 

8日 
郷土芸能ショー　　10:00～ 
（温泉こども神楽、槻屋神楽、ゴスペル） 
ＢＳＳラジオ公開生放送　12:00～ 
リサイクルバザー 
出雲そば、抹茶、コーヒー無料サービス 
（八日市コミュニティセンター） 

9日 

夜桜 
　まつり期間中は、ボンボリの点灯やライトアップもさ
れるため、昼間とは違う桜の情景を楽しめます。 

雲南市の桜まつり雲南市の桜まつり

　三刀屋川河川敷駐車場では、特産品やとれたて野菜を即売するテント村が開設されます。 

　淡い黄緑色の花を咲かせる御衣黄は、ソメイヨシノ開花から2週
間程度遅れた４月中旬頃の開花予定です。 御衣黄 

ぎょいこう 

と　き 4月9日（日） 

と　き 4月8日（土） 
　　9日（日） 

ところ 丸子山公園 

　雲南市さくらの会では、桜の保存・
育成・普及活動を行っています。 
　また、新規会員の方には、無料で桜
の苗木を配布しています。 
（年会費1,000円） 

【入会の申し込み・お問い合わせ先】 
  産業振興部商工観光課 

0854-40-1054まで 

「雲南市さくらの会」
入会のご案内

「雲南市さくらの会」
入会のご案内

夏場はコスカシバという害虫の駆除も行います。



　
２
月
26
日
、

今
年
初
開
催

と
な
る
雲
南

神
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が

加
茂
文
化
ホ

ー
ル
ラ
メ
ー

ル
で
開
催
さ

れ
、
訪
れ
た

大
勢
の
神
楽

フ
ァ
ン
が
神

楽
の
共
演
に

酔
い
し
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、

市
内
の
社
中

10
団
体
「
佐
世
神
楽
社
中
・
出
雲

國
大
原
神
主
神
楽
保
存
会
・
山
王

寺
和
野
神
楽
社
中
（
大
東
）、
南
加

茂
貴
船
神
楽
社
中
（
加
茂
）、
槻
屋

神
楽
保
持
者
会
・
西
日
登
神
楽
社

中
（
木
次
）、
須
所
若
獅
子
会
（
三

刀
屋
）、
民
谷
神
楽
団
・
深
野
神
楽

保
存
会
（
吉
田
）、
上
多
根
神
楽
保

存
会
（
掛
合
）」
が
出
演
し
ま
し
た
。

小
学
生
が
か
わ
い
ら
し
く
演
じ

る
演
目
や
有
名
な
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ

チ
退
治
を
演
じ
る
迫
力
あ
る
演
目
、

優
美
で
幽
玄
な
舞
い
な
ど
に
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

親
か
ら
子
へ
受
け
継
が
れ
て
き
た

神
楽
。
今
後
、
行
政
や
地
域
が
連

携
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
後
世

へ
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
月
３
日
、
平
成
19
年
秋
に
鳥

取
県
で
開
催
さ
れ
る
第
９
回
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
へ
、
優
良
牛
を

出
品
す
る
た
め
、
雲
南
市
出
品
対

策
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
行
政
や
Ｊ
Ａ

雲
南
な
ど
の
畜
産
関
係
機
関
で
組

織
さ
れ
、
全
国
共
進
会
に
向
け
、

出
品
牛
の
飼
育
管
理
や
育
成
指
導

な
ど
を
行
い
ま
す
。

優
良
牛
は
、
飼
育

環
境
や
血
統
等
に
も

影
響
す
る
と
言
わ
れ
、

昨
年
開
催
さ
れ
た
中

央
子
牛
共
進
会
で
は
、

雲
南
市
の
出
品
牛
が

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。全

国
の
共
進
会
で

の
審
査
結
果
は
、
雲

南
市
産
和
牛
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
も
繋
が
る

こ
と
か
ら
、
雲
南
市

か
ら
の
出
品
牛
に
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。
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回
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策
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会
設
立

雲
南
市
出
品
対
策
協
議
会
設
立
 

第
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回
 全
国
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牛
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力
共
進
会
　

全
国
和
牛
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力
共
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会
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南
市
出
品
対
策
協
議
会
設
立

雲
南
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出
品
対
策
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設
立
 

第
9
回
 全
国
和
牛
能
力
共
進
会
　
 

雲
南
市
出
品
対
策
協
議
会
設
立
 

雲
南
市
産

雲
南
市
産
の
優
良
和
牛
出
品

優
良
和
牛
出
品
に
向
け 

雲
南
市
産
の
優
良
和
牛
出
品
に
向
け 

２
月
10
日
、
三
刀
屋
文
化
体
育

館
ア
ス
パ
ル
を
会
場
に
、
雲
南
市

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
〜
心
の
健
康
づ
く
り
住
民

グ
ル
ー
プ
活
動
交
流
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
７

年
か
ら
旧
三
刀
屋
町
で
開
催
さ
れ

て
い
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
雲
南
市
全

地
域
に
広
げ
た
取
り
組
み
と
し
て
、

引
き
続
き
開
催
し
た
も
の
で
、
市

内
で
活
動
す
る
住
民
グ
ル
ー
プ
や

雲
南
市
精
神
障
害
者
家
族
会
な
ど

の
活
動
報
告
や
意
見
交
換
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
各
種
取
り
組
み
へ

の
相
互
理
解
や

参
加
者
と
の
交

流
の
場
と
し
て

開
か
れ
ま
し

た
。は

じ
め
に
、

雲
南
市
精
神
障

害
者
家
族
会
の

青
山
友
行
会
長

が
「
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
通
じ

て
、
生
の
声
を

聞
き
、
参
加
者

と
と
も
に
考
え

る
こ
と
が
重
要

で
す
。
偏
見
や
差
別
の
な
い
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
”こ
こ
ろ

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
“
に
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
家
族
会
や
精
神
保

健
福
祉
施
設
、
住
民
な
ど
の
代
表

が
参
加
し
、「
聞
い
て
く
だ
さ
い
、

私
の
気
持
ち
。
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
、
あ
な
た
の
気
持
ち
」
と
題
し

て
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
あ
り
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雲
南
市
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
で

は
、「
今
後
も
健
康
づ
く
り
、
福
祉

づ
く
り
活
動
を
続
け
て
き
た
会
の

交
流
を
深
め
、
み
ん
な
で
手
を
取

り
合
い
、
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

に
繋
が
っ
て
い
け
ば
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

２
月
28
日
、
尾
原
ダ
ム
Ｐ
Ｒ
館

に
お
い
て
、
第
一
回
尾
原
ダ
ム
地

域
づ
く
り
活
性
化
研
究
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
尾
原
ダ
ム
周

辺
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
多

彩
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、
地
域

住
民
と
行
政
が
協
働
し
て
個
性
的

で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
的

に
結
成
さ
れ
た

も
の
で
、
雲
南

市
・
奥
出
雲
町

の
地
元
関
係
団

体
や
学
識
経
験

者
、
国
・
県
・

雲
南
市
・
奥
出

雲
町
の
行
政
関

係
か
ら
約
30
人

が
出
席
し
ま
し

た
。会

議
で
は
会

長
に
作
野
広
和

島
根
大
学
教
育

学
部
助
教
授
を

選
出
し
た
後
、

「
地
域
に
開
か

れ
た
ダ
ム
整
備

計
画
」
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る

１，
０
０
０
ｍ
級
の
ボ
ー
ト
競
技
施

設
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
施
設
の
計
画

や
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
研
究
会
で
、
施
設

整
備
や
ダ
ム
周
辺
地
域
の
活
性
化

な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
を
行

う
予
定
で
す
。

尾
原
尾
原
ダ
ム
地
域
地
域
づ
く
り
活
性
化

活
性
化
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催
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催
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催
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尾
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地
域
活
性
化
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図
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尾
原
ダ
ム
周
辺
の
地
域
活
性
化
を
図
る 
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ラ
ム
 

第
１
回
　雲
南
市
健
康

雲
南
市
健
康
と
福
祉
福
祉
の
　
 

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

第
１
回
 雲
南
市
健
康
と
福
祉
の
　
 

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
を
願
い 

こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
を
願
い 

第
１
回 

雲
南
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楽

雲
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テ
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第
１
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雲
南
神
楽

雲
南
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
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第
１
回 

雲
南
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

雲
南
市
内

雲
南
市
内
の
伝
統
文
化

伝
統
文
化
「
神
楽
神
楽
」
が
一
堂
に
集
う 

雲
南
市
内
の
伝
統
文
化
「
神
楽
」
が
一
堂
に
集
う 意見交換では「障害者にやさしい行政であってほ

しい」などの声もありました。



高
尾
さ
ん
は
、
広
島
県
北
広
島
町

か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
仕
事
の
傍
ら
、

鬼
や
天
狗
、
般
若
、
狐
面
の
ほ
か
、

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
や
オ
ロ
チ
面
な

ど
様
々
な
飾
面
づ
く
り
を
手
が
け
て

い
ま
す
。

高
尾
さ
ん
の
面
づ
く
り
の
作
業
工

程
は
、
大
き
く
分
け
る
と
「
型
抜

か
た
ぬ
き

」、

「
紙
貼

か
み
は
り

」、「
胡こ

紛ふ
ん

か
け
」、「
色
付

い
ろ
つ

け
」

の
４
つ
の
工
程
に
分
か
れ
ま
す
。

型
抜

か
た
ぬ
き

石
こ
う
で
作
っ
た
型
枠
の
中
に
、
焼

き
物
用
の
粘
土
を
入
れ
、
乾
燥
さ
せ

た
後
、
面
の
型
を
抜
き
取
り
ま
す
。

紙
貼

か
み
は
り

型
抜
さ
れ
た
面
の
元
型
の
上
に
、
濡

れ
た
手
す
き
和
紙
を
何
枚
も
重
ね
て

い
き
、
一
昼
夜
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

胡こ

紛ふ
ん

か
け

乾
き
あ
が
っ
た
元
型
の
粘
土
を
壊

し
、
和
紙
面
だ
け
に
し
ま
す
。

そ
の
面
の
上
に
胡こ

紛ふ
ん

（
に
か
わ
や

貝
の
粉
末
）
を
幾
重
に
も
塗
っ
て
い

き
ま
す
。

色い
ろ

付づ

け
　

に
か
わ
の
入
っ
た
染
料
を
使
い
、
彩

色
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
筆
に
使

う
馬
の
毛
を
使
い
、
面
の
毛
髪
や
ひ

げ
を
取
り
付
け
て
い
き
ま
す
。

高
尾
さ
ん
は
「
飾
面
の
魅
力
は
、

微
妙
な
表
情
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

鬼
の
面
な
ら
い
か
に
恐
ろ
し
く
見
せ

る
か
、
オ
ロ
チ
面
な
ら
、
い
か
に
迫

力
を
出
す
か
な
ど
、
面
の
表
情
が
重

要
で
あ
り
、
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

和
紙
面
は
、
木
彫
り
面
と
違
い
軽
い

の
で
、
手
軽
に
子
ど
も
た
ち
が
付
け

て
楽
し
め
る
お
面
も
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

手
づ
く
り
だ
か
ら
感
じ
る
ぬ
く
も

り
の
あ
る
飾
面
。
自
宅
横
の
作
業
場

に
は
、「
命
」
の
吹
き
込
ま
れ
た
飾

面
が
数
多
く
並
ん
で
い
ま
し
た
。

高
尾
さ
ん
の
作
品
は
、「
お
ろ
ち

湯
っ
た
り
館
」
や
道
の
駅
「
桜
の
里

き
す
き
」
で
も
展
示
・
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

飾
面
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
方
、

製
作
し
て
み
た
い
方
は
高
尾
さ
ん

（

０
８
５
４
・
４
２
・
４
５
４
２
）

ま
で

飾
面
づ
く
り
の
流
れ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
に
根
付
い
て
い
る
伝
統
工
芸
や

地
域
な
ら
で
は
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。 わ
が
ま
ち
の巧た

く

み

「
飾
面
づ
く
り
」

今
月
は
、
木
次
町
山
方
に
お
住
ま
い
で
、
手
す
き
和
紙
を
使
っ
た
飾
面

製
作
を
さ
れ
て
い
る
高た

か

尾お

良
宣

よ
し
の
ぶ

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

飾
面
の
魅
力

13 12

ロジャー・マシューズ 

みなさん、こんにちは！現在私はオーストラリアにおります！雲南市に
来てから、まだ一度も帰った事がないので、少し家族に会いに、そして、オ
ーストラリアの学校と政府の様子を研究するために帰っています。雲南市に

帰ってきたら、オーストラリアのことをいっぱい伝えたいと思っています。
さて、間もなく日本では新学期が始まりますが、オーストラリアでは、夏休みが終わってから、
新学期がはじまります。逆ですね！そして12月に学生は卒業します。ですから、お正月（日本と反
対で夏）が終わってから夏休みを過ごし、新学期の準備をします。そして、大学の入学試験を受け
ます。日本と同じぐらい大変難しいです！
またこの時期、オーストラリアでは、イースター（復活祭）があります。イースターの間に祝日が結構あるので、日本のゴールデ
ンウィークと似ています。この期間に親戚を訪ねることが多く、交通渋滞もあるので、日本のお盆とも似ているようにも思います。
日本の習慣とオーストラリアの習慣を比べると、季節や宗教などの違いもありますが、同じ部分もたくさんあります。みなさんも
ぜひ、ゴールデンウィークあたりオーストラリアに来て下さいね！

大東国際文化交流協会（黒田直幸会長）が中心となり、2月12日から3月11日までの1か月間、早稲田大学の留学生9人が大東町内

で、一方、加茂町地域づくり委員会・Feel21が主催して、2月21日から27日の間、大阪大学の留学生5名が加茂町内で、それぞれホ

ームステイによる生活体験や文化交流を行いました。

座禅や陶芸など日本の文化体験をはじめ、日本の料理を作ったり、茶道体験をしたり、学校訪問をしたりと盛りだくさんの「日本の

田舎暮らし」を通じて、地元の住民や子どもたちと国際交流を深めました。

今回の交流を記念したハクモクレンの植樹



松
江
工
業
高
校
レ
ス
リ
ン

グ
場
で
『
平
成
17
年
度
島
根

県
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
』
が
行
わ
れ
、
加
茂
レ
ス

リ
ン
グ
チ
ー
ム
11
名
が
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

隠
岐
、
江
津
、
川
本
、
浜

田
、
松
江
な
ど
か
ら
約
120
名

の
参
加
が
あ
り
各
階
級
、
学

年
に
分
か
れ
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
が
表
れ
、

見
事
７
名
が
入
賞
。

加
茂
レ
ス
リ
ン
グ

チ
ー
ム
で
は
「
入

賞
し
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
も
、
あ

と
少
し
の
と
こ
ろ

で
負
け
、
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。

次
の
試
合
で
は
、

勝
て
る
よ
う
に
指

導
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

幼年クラス 

〔軽中量級〕優勝　鳥目　青、3 位　勝田龍太郎 

〔重 量 級〕3 位　山根将希 

小学1・2年クラス 

〔軽重量級〕優勝　渡辺　海、3 位　立石悠徒 

小学5・6年クラス 

〔軽中量級〕優勝　曽田祐輔 

〔軽重量級〕優勝　藤原大樹 

毎
年
こ
の
時

期
、
木
次
町
の

温
泉
地
区
で
は
、

子
ど
も
神
楽
の

発
表
会
が
開
か

れ
ま
す
。

こ
の
発
表
会

は
、
青
少
年
健

全
育
成
事
業
の

一
環
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
伝
統
芸
能
「
槻つ

き

屋の
や

神

楽
」
の
継
承
と
後
継
者
育
成
の
た
め
、
こ
の
地
域
が

一
体
と
な
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
地
元
温
泉
小
学
校
の
児
童
９
人
が
、

槻
屋
神
楽
保
持
者
会
（
杉
山
正
美
会
長
）
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
練
習
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

児
童
た
ち

は
、
地
元
の
お

年
寄
り
や
家
族

が
見
守
る
中
、

「
清
目
」、「
八

乙
舞
」、「
八
戸
」

の
演
目
を
披
露

し
ま
し
た
。

大
東
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
「
桂
荘
」

で
、
町
内
の
女
性
グ

ル
ー
プ
が
集
う
交
流

会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、

大
東
町
内
の
自
治
会

や
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
の

女
性
部
な
ど
各
種
団

体
で
様
々
な
活
動
を

す
る
女
性
が
一
堂
に

集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
発
表
や
作
品
展
示
、
意
見
交

換
な
ど
を
通
じ
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
平
成
10
年
か
ら
続
い

て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
「
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
一
人
ひ
と
り
の
愛

の
育
み
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
、
女
性
団
体
の
ほ
か
、

大
東
ま
ち
づ
く
り
役
場
内
で
活
動
す
る
団
体
も
加
わ
り
、
に

ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
を
主
催
し
た
「
大

東
町
の
女
性
の
集
い
」
代
表

の
原
育
子
さ
ん
は
「
女
性
の

意
識
向
上
に
も
繋
が
る
、
こ

の
集
い
を
来
年
以
降
も
続
け

て
い
き
た
い
。
夢
と
希
望
を

も
っ
て
、
女
性
が
輝
け
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

掛
合
保
育
所
で
、
上
多
根
神
楽
保
存
会
に
よ
る
神
楽
の
上

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
神
楽
の
舞
に
、
子
ど
も
た
ち
も
最
初
は
驚
き
、

怖
が
っ
て
い
ま
し

た
が
、
時
が
経
つ

に
つ
れ
、
熱
心
に

見
入
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日

は
保
育
所
開
放
日

で
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
地
域
の
人

も
一
緒
に
神
楽
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ア
ス
パ
ル
ウ
ォ
ー
ク
は
、『
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ

く
り
の
た
め
に
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い
く

習
慣
づ
く
り
』
を
目
的
と
し
て
、
平
成
13
年
４
月
よ

り
毎
月
１
回
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
の
周
辺
の
コ
ー
ス

を
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
す
。

こ
の
度
、
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
た
め
の

気
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
健
康
長

寿
し
ま
ね
推
進
会
議
会
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
、

健
康
づ
く

り
の
き
っ

か
け
に
な

る
よ
う
続

け
て
実
施

し
て
い
き

ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
み
な

さ
ん
も
ご

参
加
く
だ

さ
い
。

ア
ス
パ
ル
ウ
ォ
ー
ク
に
関
し
て
は
、

三
刀
屋
文
化
体
育
館
　
ア
ス
パ
ル

０
８
５
４
・
４
５
・
９
２
２
２
ま
で
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77
回回
大大
東東
町町
のの

女女
性性
ググ
ルル
ーー
ププ
交交
流流
会会

アア
スス
パパ
ルル
ウウ
ォォ
ーー
クク
がが

「「
健健
康康
長長
寿寿
しし
まま
ねね
推推
進進
会会
議議

会会
長長
賞賞
」」
受受
賞賞

吉
田
町
上
山
地
区
の
善
福
寺
で
、
150
年
以
上

前
か
ら
続
く
伝
承
行
事
「
餅
さ
し
」
が
行
わ
れ
、

地
元
の
住
民
が
集
ま
り
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
ま
し
た
。

餅
さ
し
は
、
そ
の
昔
、
飢
饉
に
よ
り
農
作
物

の
不
作
に
み
ま
わ
れ
た
住
民
が
、
本
尊
で
あ
る

十
一
面
観
音
に
祈
る
た
め
、
各
戸
よ
り
米
を
集

め
、
餅
を
供
え
た
の
が
は
じ
ま
り
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
後
、
そ
の
供
養
に
併
せ
、

力
自
慢
の
若
者
た
ち
が
集
ま
り
、
重
さ
43
kg
ほ

ど
あ
る
餅
を
何
度
も
担
ぎ
あ
げ
て
か
ら
奉
納
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

観
音
堂
で
行
わ
れ
た
餅
さ
し
に
は
今
年
も
地

元
の
若
者
が
多
数
参
加
し
、
力
自
慢
を
競
い
ま

し
た
。

１
月
か
ら
毎
週
１
回
の
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

第第
1188
回回

温温
泉泉
子子
どど
もも
神神
楽楽
発発
表表
会会

3／ 5
地地
域域
にに
息息
づづ
くく
伝伝
統統
行行
事事

餅餅
ささ
しし

2／ 19

島島
根根
県県
レレ
スス
リリ
ンン
ググ
選選
手手
権権
大大
会会
　　

77
人人
入入
賞賞

15 14

2／ 18

3／ 8
地地
域域
のの
文文
化化
をを

子子
どど
もも
たた
ちち
にに
伝伝
ええ
るる



写真にコメント30字程度を添え、郵送ま
たはメールで4月4日（火）までに情報政
策課へお願いします。 

【お問い合わせ先】情報政策課  　0854―40―1015 
E-Mail:jyouhouseisaku＠city．unnan．shimane．jp

翼くん 
つばさ 

（三刀屋町下熊谷）　 
平成17年４月２日生まれ 

甘えん坊の翼くん 
優しく、たくましい男の子に育ってね 

佐
藤
広
樹
さ
ん
・
美
恵
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

遥飛くん 
はる ひ 

（加茂町加茂中） 
平成17年3月9日生まれ 

1歳おめでとう！ 明るく、心の優し
い男の子に育ってね★ 

市報うんなん3月号の
記載内容に誤りがありま
したので、お詫びして訂
正します。 
佐藤遙飛くんの漢字は、
遥飛くんでした。関係者
の皆様には大変ご迷惑
をおかけしました。 

岩
　
成
紀
さ
ん
・
慶
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

平
成
18
年
4
月
か
ら
麻
し
ん
風
し
ん
の
予

防
接
種
は
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
な
り

ま
す
。

従
来
の
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
予
防
接

種
は
2
歳
ま
で
は
公
費
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
保
護
者
の
希
望
で
行
う
任
意
の

接
種
と
な
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
下
記
の
健
康
推
進
課
ま
た
は
最
寄
り
の

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
3
月
の
時
点
で
は
、
厚
生
労
働

省
か
ら
の
勧
告
に
よ
り
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
の
接
種
勧
奨
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

日
本
脳
炎
の
み
未
接
種
の
方
へ
は
、
3
月

に
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
を
通
知
し
て
い
ま

せ
ん
。

再
開
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
者
へ
個

別
通
知
・
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

雲
南
市
で
は
お
子
様
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

乳
幼
児
を
対
象
と
す
る
健

診
と
予
防
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
以
下
の
平
成

18
年
度
の
実
施
内
容
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
18
年
度
か
ら
、
ポ
リ
オ

以
外
の
す
べ
て
の
予
防
接
種
が

個
別
接
種
（
医
療
機
関
に
て
接

種
す
る
）
と
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
お

子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
へ
は
、

今
年
度
の
予
防
接
種
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
3
月
に
個
別
通
知

し
て
い
ま
す
。
通
知
内
容
を
よ

く
確
認
し
、
予
防
接
種
の
計
画

を
立
て
ま
し
ょ
う
。

個
別
接
種
で
は
、
原
則
か
か

り
つ
け
医
で
の
接
種
と
な
り
ま

す
。
個
別
接
種
委
託
医
療
機
関

一
覧
表
に
か
か
り
つ
け
医
が
な

い
場
合
は
、
左
記
の
健
康
推
進

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ポ
リ
オ
の
集
団
接
種
に
つ
い

て
は
、
従
来
ど
お
り
各
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
日
程
表
で
確
認
し
て
受
け

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
住
所
地
以
外
の
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
接
種
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
住
所
地
の

セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
ワ
ク
チ
ン
等
の
準
備
の
関
係
上

事
前
に
連
絡
が
必
要
と
な
り
ま

す
）平

成
10
年
10
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
は
（
平
成

18
年
4
月
1
日
現
在
）
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
母

子
健
康
手

帳
を
確
認

し
、
接
種

忘
れ
が
な

い
よ
う
に

し
ま
し
ょ

う
。

17 16

13

平
成
18
年
度
乳
幼
児
予
防
接
種

が
変
わ
り
ま
す
!!

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
に
つ
い
て

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！！

今
、
世
界
各
地
の
テ
ロ
、
暴
動
、
戦
争
の
渦
中
に

あ
る
地
域
、
ま
た
徴
兵
制
の
あ
る
隣
国
の
状
況
等
か

ら
す
れ
ば
、
日
本
は
随
分
と
平
和
な
国
と
い
う
よ
り
、

未
だ
世
界
一
平
和
な
国
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

戦
後
ま
も
な
く
の
経
済
発
展
は
、
諸
外
国
か
ら
も

の
ま
ね
経
済
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
時
の
経
過
と
共

に
日
本
独
自
の
文
化
、
技
術
力
、
創
造
力
が
今
の
日

本
の
社
会
、
経
済
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

春
と
な
り
、
雲
南
市
で
も
学
校
の
卒
業
式
、
入
学

式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
引

き
続
き
勉
学
に
就
職
に
と
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
を
歩
ま

れ
ま
す
が
、
ど
う
か
豊
か
な
創
造
力
と
強
靭
な
精
神

力
を
培
い
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
、
雲
南
市
を
担
う

人
材
と
し
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

人
生
は
ど
こ
ま
で
も
続
く
昇
り
階
段
で
す
。
卒
業

生
の
皆
さ
ん
は
義
務
教
育
課
程
あ
る
い
は
高
校
と
い

う
階
段
を
昇
ら
れ
、
一
つ
の
踊
り
場
に
到
達
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
階
段
は
ず
っ
と
続
き
ま
す
。
支
え
ら
れ

支
え
な
が
ら
昇
り
、

階
段
が
高
く
な
る
に

つ
れ
て
強
靭
な
精
神

力
の
下
、
支
え
る
役

割
を
多
く
果
た
し
な

が
ら
昇
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

雲
南
市
長速

水
雄
一

予
防
接
種
の 

お
知
ら
せ
で
す
。 

予
防
接
種
の 

お
知
ら
せ
で
す
。 

10か月児健診 
（受付／13:45 ～14:15） 

三刀屋 

木次 

木次 

三刀屋 

三刀屋 

木次 

木次 

三刀屋 

三刀屋 

木次 

木次 

三刀屋 

三刀屋 

木次 

木次 

三刀屋 

三刀屋 

木次 

木次 

三刀屋 

三刀屋 

木次 

木次 

三刀屋 4か月児健診 
（受付／13:00～13:30） 

1歳6ヶ月児健診 
（受付／13:00 ～13:30） 

3歳児健診 
（受付／14:00 ～14:30） 

4月 

6日 

  

20日 

 

5月 

11日 

  

17日 

 

6月 

8日 

 

22日 

 

7月 

6日 

 

20日 

 

8月 

3日 

 

31日 

 

9月 

7日 

 

20日 

 

10月 

5日 

 

18日 

 

11月 

2日 

 

16日 

 

12月 

7日 

 

21日 

 

1月 

11日 

 

24日 

 

2月 

1日 

 

14日 

 

3月 

1日 

 

14日 

対象児 
H17.11月生 
H17.5月生 

対象児 
H16.9月生 
H14.9月生 

対象児 
H17.12月生 
H17.6月生 

対象児 
H16.10月生 
H14.10月生 

対象児 
H18.1月生 
H17.7月生 

対象児 
H16.11月生 
H14.11月生 

対象児 
H18.2月生 
H17.8月生 

対象児 
H16.12月生 
H14.12月生 

対象児 
H18.3月生 
H17.9月生 

対象児 
H17.1月生 
H15.1月生 

対象児 
H18.4月生 
H17.10月生 

対象児 
H17.2月生 
H15.2月生 

対象児 
H18.5月生 
H17.11月生 

対象児 
H17.3月生 
H15.3月生 

対象児 
H18.6月生 
H17.12月生 

対象児 
H17.4月生 
H15.4月生 

対象児 
H18.7月生 
H18.1月生 

対象児 
H17.5月生 
H15.5月生 

対象児 
H18.8月生 
H18.2月生 

対象児 
H17.6月生 
H15.6月生 

対象児 
H18.9月生 
H18.3月生 

対象児 
H17.7月生 
H15.7月生 

対象児 
H18.10月生 
H18.4月生 

対象児 
H17.8月生 
H15.8月生 

木次健康福祉センター会場 三刀屋健康福祉センター会場 三刀屋 木次 

対象児 
H16.9月生 
H14.9月生 

対象児 
H16.10月生 
H14.10月生 

対象児 
H16.11月生 
H14.11月生 

対象児 
H16.12月生 
H14.12月生 

対象児 
H17.1月生 
H15.1月生 

対象児 
H17.2月生 
H15.2月生 

対象児 
H17.3月生 
H15.3月生 

対象児 
H17.4月生 
H15.4月生 

対象児 
H17.5月生 
H15.5月生 

対象児 
H17.6月生 
H15.6月生 

対象児 
H17.7月生 
H15.7月生 

対象児 
H17.8月生 
H15.8月生 

大東健康福祉センター会場 加茂健康福祉センター会場 加茂 大東 

4か月児健診 
（受付／13:00～13:30） 

10か月児健診 
（受付／13:45 ～14:15） 

1歳6ヶ月児健診 
（受付／13:00 ～13:30） 

3歳児健診 
（受付／14:00 ～14:30） 

4月 

13日 

 

26日 

 

5月 

9日 

 

25日 

 

6月 

15日 

 

29日 

 

7月 

13日 

 

26日 

 

8月 

10日 

 

23日 

 

9月 

14日 

 

28日 

 

10月 

12日 

 

26日 

 

11月 

9日 

 

29日 

 

12月 

14日 

 

20日 

 

1月 

18日 

 

31日 

 

2月 3月 

8日 

 

22日 

 

8日 

 

15日 

 

対象児 
H17.11月生 
H17.5月生 

対象児 
H17.12月生 
H17.6月生 

対象児 
H18.1月生 
H17.7月生 

対象児 
H18.2月生 
H17.8月生 

対象児 
H18.3月生 
H17.9月生 

対象児 
H18.4月生 
H17.10月生 

対象児 
H18.5月生 
H17.11月生 

対象児 
H18.6月生 
H17.12月生 

対象児 
H18.7月生 
H18.1月生 

対象児 
H18.8月生 
H18.2月生 

対象児 
H18.9月生 
H18.3月生 

対象児 
H18.10月生 
H18.4月生 

加茂 

大東 

大東 

加茂 

加茂 

大東 

大東 

加茂 

加茂 

大東 

大東 

加茂 

加茂 

大東 

大東 

加茂 

加茂 

大東 

大東 

加茂 

加茂 

大東 

大東 

加茂 

平成18年度　乳幼児健診日程平成18年度　乳幼児健診日程
大東・加茂地区対象木次・三刀屋・吉田・掛合地区対象

0854－43－6142
0854－49－8612
0854－40－1083  
0854－45－9501

0854－74－0215
0854－62－0727
0854－40－1045

大東健康福祉センター
加茂健康福祉センター
木次健康福祉センター
三刀屋健康福祉センター

吉田健康福祉センター
掛合健康福祉センター
健康福祉部健康推進課

乳幼児健診・予防接種のお問い合わせは最寄りのセンターまで

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て

1歳6ヶ月児・3歳児健診の対象の方へは健診月の前月に個別通知でお知らせします。 1歳6ヶ月児・3歳児健診の対象の方へは健診月の前月に個別通知でお知らせします。



◎
第
65
回
全
国
教
育
美
術
展

全
国
教
育
美
術
展
は
戦
前
か
ら
開
か
れ
て
い

る
子
ど
も
の
絵
の
展
覧
会
で
す
。

雲
南
市
か
ら
は
、
雲
南
市
立
木
次
小
学
校
が

小
学
校
の
部
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生

の
み
な
さ
ん
も
、
20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
し
、
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
う
義
務
が
生
じ
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
で
は
、
収
入
が
基
準
以
下
の
学

生
に
つ
い
て
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
申
請
し
承
認
さ
れ
る
と
在
学
中

の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

一
般
の
保
険
料
免
除
と
違
い
、
家
族
の
方
の
所

得
の
寡
多
は
問
い
ま
せ
ん
。

学
生
納
付
猶
予
制
度
で
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

将
来
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受

給
資
格
期
間
と
し
て
数
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
の
対
象
期

間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
ま
ま
だ
と
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
額
が
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。
満

額
年
金
受
給
の
た
め
に
、
10
年
以
内
に
承
認
さ

れ
た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
事
（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。

追
納
保
険
料
額
は
、
承
認
月
か
ら
２
年
を
過
ぎ

る
と
当
時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
に

は
、
初
診
日
や
死
亡
日
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間

に
未
納
が
無
い
事
等
が
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
受
給
資
格
期

間
と
し
て
数
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
万
が
一
の
場
合

に
も
安
心
で
す
。

な
お
、
前
年
度
の
所
得
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

学
生
証
を
お
持
ち
に
な
り
、
市
役
所
市
民
生
活

課
、
ま
た
は
お
近
く
の
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

30
歳
未
満
で
、
ご
本
人
と
配
偶
者
の
収
入
が
一

定
以
下
の
場
合
は
、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、
受

給
資
格
期
間
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
、
老
齢
基
礎
年

金
額
の
計
算
の
対
象
期
間
に
は
含
ま
れ
な
い
こ

と
、
追
納
が
で
き
る
こ
と
は
学
生
納
付
特
例
制
度

と
同
じ
で
す
。

【
学
生
の
範
囲
】

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
、
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
各
種
学
校
、
そ

の
他
教
育
施
設
及
び
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
課

程
に
限
る
）
に
在
学
す
る
方
（
夜
間
・
定
時
制
課

程
や
通
信
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
）

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

【
年
金
給
付
関
係
】

平
成
17
年
の
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指

数
が
、
対
前
年
マ
イ
ナ
ス
0.3
％
で
あ
っ
た
た
め
、

平
成
18
年
度
の
年
金
額
は
、
前
年
度
よ
り
0.3
％

少
な
い
額
と
な
り
ま
す
。

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
額
の
場
合
は
、
月
額

２
０
０
円
ほ
ど
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
４
月
分
か
ら
新
し
い
年
金
額
と
な

り
ま
す
の
で
、
６
月
の
定
期
払
い
（
４
月
及
び

５
月
分
）
か
ら
年
金
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
額
７
９
２，

１
０
０
円
（
仮
）

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
等
を
併
せ

て
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

障
害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
、
65

歳
以
上
の
方
は
、
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生

年
金
、
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金
の
組

み
合
わ
せ
に
つ
い
て
併
せ
て
受
給
（
併
給
）
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
併
給
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
選
択
申

請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
国
民
年
金
保
険
料
】

平
成
18
年
４
月
か
ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
の

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
２
８
０
円
引
き
上
げ

さ
れ
月
額
１
３，

８
６
０
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
毎

年
度
月
額
２
８
０
円
づ
つ
引
き
上
げ
ら
れ
最
終

的
に
月
額
１
６，

９
０
０
円
と
な
る
予
定
で

す
。
こ
れ
は
、
年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
も
の
で
す
。

〔
参
考
〕
年
金
は
、
納
付
し
た
額
の
1.7
倍
以

上
と
な
り
ま
す
。

基
礎
年
金
額
の
１
／
３
（
将
来
は
１
／
２
）

は
国
庫
負
担
で
す
。

今
後
も
保
険
料
の
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
国
庫
負
担
が
あ
る
こ
と
で
、
若
者
で
あ

っ
て
も
平
均
で
は
納
付
し
た
額
の
1.7
倍
以
上
の

年
金
が
受
け
取
れ
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
料
額
】

１
か
月
の
保
険
料
額

…
１
３，

８
６
０
円

口
座
振
替

早
割
１
か
月
額

…
…
…
…
　
１
３，

８
１
０
円
（
50
円
割
引
）

１
年
前
納
額

…
…
１
６
２，

８
３
０
円

３
月
20
日
ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出

半
年
前
納
額

…
…
…
８
２，

２
２
０
円

現
金
納
付

１
年
前
納
額

…
…
１
６
３，

３
７
０
円

平
成
18
年
度
は
５
月
１
日
ま
で
に
納
付

半
年
前
納
額

…
…
…
８
２，

４
８
０
円

健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
５

【
対
象
者
】

■
60
歳
脳
ド
ッ
ク

雲
南
市
に
お
住
ま
い
で
、
昭
和
21
年
１
月
１
日

〜
昭
和
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク

雲
南
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
脳
ド
ッ
ク

は
昭
和
32
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

【
お
申
し
込
み
期
間
】

平
成
18
年
４
月
３
日
（
月
）
〜
４
月
26
日
（
水
）

【
お
申
し
込
み
先
】

市
役
所
健
康
推
進
課
ま
た
は
、
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

印
鑑
と
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参
の
上
、

所
定
の
用
紙
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
受
診
可
能
な
医
療
機
関
】

公
立
雲
南
総
合
病
院
（
月
〜
金
）

平
成
記
念
病
院
（
月
〜
金
、
婦
人
科
は
金
）

掛
合
診
療
所
　
（
月
、
水
、
金
）

松
江
市
立
病
院
　
（
月
、
金
）

※
掛
合
診
療
所
で
は
人
間
ド
ッ
ク
の
み
、
松
江
市

立
病
院
で
は
脳
ド
ッ
ク（
基
本
健
診
と
セ
ッ
ト
）

の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

公
立
雲
南
総
合
病
院

平
成
18
年
10
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

脳
ド
ッ
ク
は
、
平
成
18
年
６
月
１
日
〜

平
成
記
念
病
院

平
成
18
年
10
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

脳
ド
ッ
ク
は
、
平
成
18
年
６
月
１
日
〜

掛
合
診
療
所

平
成
18
年
10
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

松
江
市
立
病
院

平
成
18
年
９
月
１
日
〜
12
月
28
日

※
土
、
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
等
病
院
が
お
休

み
の
日
は
除
き
ま
す
。
そ
の
他
病
院
の
都
合
に

よ
り
受
診
で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

【
受
診
料
】

■
60
歳
脳
ド
ッ
ク
…
…
…
…
　
６，

７
０
０
円

■
国
民
健
康
保
険

外
来
人
間
ド
ッ
ク

公
立
雲
南
総
合
病
院

男
性
　
７，
１
４
０
円
、
女
性
　
７，
５
６
０
円

平
成
記
念
病
院

男
性
　
７，
０
０
０
円
、
女
性
　
７，
４
２
０
円

掛
合
診
療
所

男
性
　
７，
２
０
０
円
、
女
性
　
７，
２
０
０
円

掛
合
診
療
所
で
は
婦
人
科
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
国
民
健
康
保
険
　
外
来
脳
ド
ッ
ク

公
立
雲
南
総
合
病
院
…
…
…
…
…

４，
５
０
０
円

平
成
記
念
病
院
…
…
…
…
…
…
…

４，
５
０
０
円

松
江
市
立
病
院
…
…
…
…
…
…
…

９，
６
６
０
円

【
受
診
日
】

松
江
市
立
病
院
以
外
は
医
療
機
関
か
ら
本
人
宛

て
に
通
知
し
ま
す
。

松
江
市
立
病
院
は
雲
南
市
役
所
か
ら
本
人
宛
て

に
通
知
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】

■
60
歳
脳
ド
ッ
ク

公
立
雲
南
総
合
病
院
…
…
　
50
名

平
成
記
念
病
院
…
…
…
…
　
50
名

■
国
民
健
康
保
険
　
外
来
人
間
ド
ッ
ク

公
立
雲
南
総
合
病
院
…
…
　
80
名

平
成
記
念
病
院
…
…
…
…
　
30
名

掛
合
診
療
所
…
…
…
…
…
　
20
名

■
国
民
健
康
保
険
　
外
来
脳
ド
ッ
ク

公
立
雲
南
総
合
病
院
…
…
　
90
名

松
江
市
立
病
院
…
…
…
…
　
30
名

平
成
記
念
病
院
…
…
…
…
　
40
名

健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
２

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

国
の
法
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
４
月
か
ら
身

体
障
害
者
更
生
医
療
、
身
体
障
害
児
育
成
医
療

及
び
精
神
通
院
医
療
費
助
成
の
３
制
度
が
ひ
と

つ
の
制
度
「
障
害
者
自
立
支
援
医
療
制
度
」
に

一
本
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
次
の
と
お
り
自
己
負

担
額
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
障
害
者
自
立
支
援
医
療
費
の
自
己
負
担
部

分
に
つ
い
て
、
雲
南
市
で
は
単
独
助
成
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
申
請
に
は
、
自
立
支
援
医
療
受
給

者
証
、
医
療
費
の
領
収
書
、
印
鑑
等
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
長
寿
障
害
福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
に
よ

る
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
縦
覧
帳
簿

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
を
記
載
）

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
格
を
記
載
）

◆
縦
覧
で
き
る
方

本
市
内
に
所
在
す
る
土
地
又
は
家
屋
に
対
し

て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

土
地
（
家
屋
）
の
縦
覧
帳
簿
だ
け
が
縦
覧
で

き
ま
す
。
ま
た
、
免
税
点
未
満
の
方
は
縦
覧

で
き
ま
せ
ん
。

◆
縦
覧
日
時

４
月
１
日
（
土
）
〜
５
月
31
日
（
水
）

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

◆
縦
覧
場
所

市
役
所
税
務
課
、
ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー

※
市
役
所
で
は
市
全
域
が
縦
覧
で
き
ま
す
が
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
該
町
の
み
縦
覧
可

能
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
・
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て

平
成
18
年
4
月
か
ら
の

保
険
料
額
・
年
金
額
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
人
間
ド
ッ
ク

・
脳
ド
ッ
ク
実
施
の
お
知
ら
せ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

19 18

障
害
者
自
立
支
援
医
療
に
つ
い
て

平成18年3月31日まで 平成18年4月1日から 

自
己
負
担
額 

更生医療 
世帯の課税状況により決定 

育成医療 
世帯の課税状況により決定 

精神通院医療費助成 
医療費の５％を負担 

医療費の１割を負担 
（ただし、疾病や世帯
の収入状況等により
月額の上限が設けら
れます） 



政
策
企
画
部
政
策
推
進
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
１
１

市
民
バ
ス
は
、
現
在
、
合
併
前
旧
６
町
村
の

運
行
形
態
を
引
き
継
ぎ
掛
合
町
の
だ
ん
だ
ん
タ

ク
シ
ー
を
含
め
計
25
路
線
で
運
行
し
て
い
ま
す

が
、
Ｊ
Ｒ
等
の
民
間
交
通
事
業
者
と
同
じ
時
間

帯
で
の
運
行
な
ど
に
よ
る
競
合
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
市
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望

も
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
で
効
率
的
な
バ
ス
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
図
る
た
め
市
公
共
交
通
対

策
協
議
会
等
で
運
行
路
線
や
ダ
イ
ヤ
等
の
検
討

を
行
っ
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
各
地
域
自
治
会
長

会
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
通
り
平
成
18
年

４
月
１
日
よ
り
次
の
運
行
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
バ
ス
の
運
行
時
間
は
お
配
り
し
て
い

ま
す
バ
ス
時
刻
表
を
御
覧
下
さ
い
。

な
お
、
バ
ス
運
行
の
見
直
し
は
今
後
と
も
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
御
協
力
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
４
月
１
日
か
ら
の
主
な
変
更
点
】

①
フ
リ
ー
乗
降
区
間

◎
地
域
バ
ス
は
交
通
量
の
多
い
国
道
、
県
道
及

び
街
中
（
連
坦
地
）
以
外
の
区
間
を
フ
リ
ー

乗
降
区
間
と
し
ま
す
。

◎
広
域
路
線
バ
ス
吉
田
大
東
線
は
定
時
運
行
確

保
の
た
め
フ
リ
ー
乗
降
区
間
は
設
け
ま
せ
ん
。

◎
フ
リ
ー
乗
降
は
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

に
対
す
る
特
例
と
位
置
づ
け
ま
す
の
で
、
乗

降
及
び
交
通
の
安
全
並
び
に
定
時
運
行
の
た

め
、
そ
の
他
の
方
は
原
則
的
に
バ
ス
停
で
の

乗
降
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
バ
ス
運
賃

定
期
券
料
金
に
８
０
０
円
区
間
を
追
加
し
ま

す
。

③
運
行
路
線
･
便

◎
以
下
の
路
線
･
便
を
変
更
し
運
行
し
ま
す
。

（
主
な
変
更
内
容
の
み
掲
載
）

④
年
末
年
始
の
運
行

12
月
30
日
〜
31
日
の
２
日
間
は
総
じ
て
利
用

が
少
な
い
た
め
12
月
30
日
〜
１
月
３
日
の
５
日

間
は
運
休
し
ま
す
。

た
だ
し
、
利
用
の
多
い
広
域
路
線
バ
ス
吉
田

大
東
線
及
び
北
原
線
（
木
次
地
域
バ
ス
）
は
12

月
30
日
も
運
行
し
ま
す
。

雲
南
市
水
道
局

０
８
５
４
・
４
２
・
５
３
２
２

春
は
、
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

引
っ
越
し
に
伴
う
、
水
道
の
使
用
開
始
、
中

止
の
連
絡
は
、
水
道
局
ま
で
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
７
１

雲
南
市
民
の
皆
様
が
市
内
の
小
中
学
校
の
屋

内
運
動
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
使
用
さ
れ
る
場

合
、「
雲
南
市
立
学
校
施
設
使
用
条
例
」
に
基
づ

き
、
使
用
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
合
併
前
か
ら
現
在
ま
で
使
用
料
金

の
徴
収
に
つ
い
て
統
一
が
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
に
よ
る
使
用
料
金

徴
収
の
格
差
を
解
消
す
る
た
め
、
こ
の
４
月
よ

り
同
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
使
用
料
金
を
徴
収

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。（
市
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
体
育
協
会
な
ど
社
会
教
育
団

体
が
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
免

除
規
定
が
あ
り
ま
す
）

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
施
設
ご
と
の
料
金
表
に
つ
い
て
は
、

雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

21 20

市
民
部
管
理
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
５

雲
南
市
で
は
、
事
務
処
理
の
見
直
し
に
よ
り
、

毎
月
発
行
し
て
い
ま
し
た
市
税
・
使
用
料
な
ど
の

口
座
振
替
納
付
明
細
書
・
振
替
済
通
知
書
の
発
行

は
平
成
18
年
度
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。そ

の
た
め
、
今
後
の
納
付
（
口
座
振
替
）
情
報

は
、
預
金
通
帳
の
記
帳
内
容
に
て
確
認
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

《
市
県
民
税
等
や
国
民
健
康
保
険
料
の
通
知
》

①
口
座
振
替
の
明
細
及
び
振
替
済
の
通
知
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

②
振
替
予
定
額
は
、
最
初
の
納
期
（
市
県
民
税
６

月
、
固
定
資
産
税
５
月
、
国
民
健
康
保
険
料
４

月
・
８
月
、
軽
自
動
車
税
４
月
）
に
通
知
し
ま

す
。

③
口
座
振
替
の
結
果
は
、
通
帳
で
の
確
認
と
な
り
ま
す
。

《
水
道
料
の
通
知
》

①
検
針
日
に
、
お
知
ら
せ
票
に
て
通
知
し
ま
す
。

②
希
望
さ
れ
る
方
に
は
振
替
済
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
雲
南
市
水
道
局
　
　
０
８
５
４
・

４
２
・
５
３
２
２
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

《
下
水
道
使
用
料
の
通
知
》

①
下
水
道
使
用
料
を
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
る
方

は
、
毎
月
使
用
料
の
通
知
に
合
わ
せ
振
替
額
及

び
振
替
済
額
を
通
知
し
ま
す
。

②
こ
の
通
知
が
必
要
な
い
場
合
は
、
建
設
部
下
水

道
課
　
　
０
８
５
４
・
４
２
・
３
４
７
１
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、
市
民
部
管
理
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で

平
成
18
年
度
は
、
次
の
環
境
関
係
補
助
金
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
ず
れ
の
補
助
金
も
先
着
順
と
な
り

ま
す
の
で
、
補
助
金
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
促
進
事
業
補
助
金
」

・
発
電
装
置
１
kW
あ
た
り
　
４
万
円

上
限
３
kW
ま
で

な
お
、
市
内
産
業
育
成
を
目
的
と
し
て
、
次

の
上
乗
せ
補
助
が
あ
り
ま
す
。

・
三
洋
製
１
kW
あ
た
り
２
万
円

上
限
３
kW
ま
で

◆
ご
み
の
減
量
を
促
進
す
る

「
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
補
助
金
」

購
入
金
額
の
１
／
３
と
し
、
１
基
２
万
円
ま

で
の
補
助
が
で
き
ま
す
。

◆
良
好
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る

「
ご
み
集
積
施
設
整
備
費
補
助
金
」

可
燃
ご
み
の
集
積
施
設

設
置
費
の
１
／
２
と
し
、
３
万
円
ま
で
の
補

助
不
燃
ご
み
の
集
積
施
設

設
置
費
の
１
／
２
と
し
、
４
万
円
ま
で
の
補

助

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

雲
南
市
の
ゴ
ミ
排
出
量
は
、
年
々
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

環
境
対
策
課
で
は
、
少
し
で
も
家
庭
か
ら
出

る
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す
こ
と
と
資
源
を
有
効
利

用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
18
年
度
も
次

の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
古
紙
回
収

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、
新
聞
紙
、
広
告
、

牛
乳
パ
ッ
ク

※
事
業
者
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

■
使
用
済
み
の
割
り
箸
回
収

■
古
着
の
回
収
（
年
１
回
）

回
収
方
法
、
日
程
に
つ
い
て
は
、
後
日
チ
ラ

シ
等
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
だ
し
、
吉
田
町
・
掛
合
町
の
古
紙
回
収
等

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
方
法
で
す
。

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

最
近
、
地
球
全
体
で
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た

異
常
気
象
な
ど
に
よ
り
地
球
温
暖
化
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
温
暖
化
対
策
の
手
法
と
し
て

最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
着

目
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
よ
る
環
境
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
昨
年
度
、

「
雲
南
市
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
は
、
そ
の
概
要
版
を
お

届
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
践
し
て
い
く
う

え
で
市
民
の
み
な
さ
ん
、
市
内
事
業
所
の
み
な

さ
ん
に
は
、
積
極
的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
の

展
開
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

建
設
部
都
市
建
築
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
４

大
東
町
地
内
で
の
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
都
市
計
画
法
に
基
づ

い
て
原
案
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
都
市
計
画
の
種
類

大
東
都
市
計
画
下
水
道

○
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

雲
南
市
大
東
町
飯
田

○
縦
覧
場
所

市
役
所
建
設
部
都
市
建
築
課

○
縦
覧
期
間

４
月
６
日
（
木
）
〜
４
月
19
日
（
水
）

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
）

口
座
振
替
納
付
明
細
書
・

振
替
済
通
知
書
の
廃
止
に
つ
い
て

4
月
1
日
か
ら
の

市
民
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

引
っ
越
し
の
際
の
連
絡
は
お
早
め
に

都
市
計
画
変
更
図
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
の
環
境
に
関
す
る

補
助
事
業
に
つ
い
て

ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
！
資
源
を
活
か
そ
う
！

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雲
南
市
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

「
み
ん
な
が
主
役
　
省
エ
ネ
で
つ
く
る
環
境

の
ま
ち
」
の
実
践
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

現 行 手 数 料
燃やせる
ごみ

燃やせる
ごみ

エネルギーセンター
へ持込むごみ

軽トラック（1台あたり）
1tトラック（1台あたり）
2tトラック（1台あたり）

630円
1,260円
1,890円

現 行 手 数 料

リサイクルプラザ
へ持込むごみ

燃やせない
ごみ

燃やせない
ごみ

10kgあたり
自転車、特定家庭用器機
以外の大型電気製品及び
これらに類するもの

42円

520円
（1個につき）

バイク 1,050円
（1台につき）

改 正 手 数 料
一般家庭からの廃棄物
　　　（10kgあたり）

事業所からの一般廃棄物
　　　　（10kgあたり）

改 正 手 数 料

一般家庭からの廃棄物
　　　（10kgあたり）

事業所からの一般廃棄物
　　　　（10kgあたり）

（消費税込み）

※指定袋で搬入の場合は、手数料はいただきません。

★雲南エネルギーセンター　  0854-49-6332 ★雲南リサイクルプラザ　  0854-42-3391
（燃やせるごみ） （燃やせないごみ）

　
市
報
う
ん
な
ん
２
月
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
が
、平
成
18
年
４
月
よ
り
雲
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー・

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
処
理
手
数
料（
直
接
搬
入
ご
み
に

係
る
も
の
）が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

路線名 主な変更内容

吉田大東線
（広域路線バス）

①三刀屋町給下及びサンライン経由ルートの追加
②土日祝日便ダイヤの観光対応化
③運行時間の変更

①北大西ルート（北大西公会所バス停）の追加
②大東行第３便の運行休止（ＪＲ・広域バスとの競合により）
③運行時間の変更

①大東行第３便の運行休止（ＪＲ・広域バスとの競合により）
②運行時間の変更

①大東行第２・３便の運行休止（ＪＲ・広域バスとの競合により）
②運行時間の変更

①朝の定時定路線運行便の追加（広域路線バスへの接続）

加茂北回り線
（加茂地域バス）

加茂南回り線
（加茂地域バス）

だんだんタクシー
（掛合町）

木次地域バス

・
国
民
健
康
保
険
料
（
１
期
分
）

・
軽
自
動
車
税
（
全
期
分
）

今月の
税　金

納
期
限
は
5
月
1
日
（
月
）
ま
で

学
校
使
用
料
金
の
徴
収
に
つ
い
て



【お問い合わせ先】政策企画部ダム対策課
0854ー40ー1012

　今年も恒例の尾原ダム菜の花まつり
2006が開催されます。木次中学校吹奏楽
部や温泉こども神楽、旬の山菜てんぷら
販売などイベント盛りだくさんですので、
みなさんぜひお出かけください。
【と　き】4月23日（日）　10時～
【ところ】木次町尾崎地区　特設会場

尾
原
ダ
ム
菜
の
花
ま
つ
り

尾
原
ダ
ム
菜
の
花
ま
つ
り
2
0
0
6

　今年で５回目を迎える斐伊川「お花見レガッタ」が開催さ
れます。毎年100クルー以上が参加し、ナックルフォアの一般
男女・雲南男女・シニア・ジュニアの部でレースを競います。

　高齢者を中心の県民の健康の保持・増進、社会参加、生きがいの
高揚等を目的に開催します。また、全国健康福祉祭島根県選手選考
会を兼ねています。

大根です。

和希くんもびっくり！

　聴覚障害者のために、会議・講習会・講演
会等での相手の話の内容を「要約」し、手書き
で筆記したり、パソコンを利用して活躍する「要
約筆記奉仕員」を養成するための要約筆記奉
仕員養成講座が次のとおり開催されます。受
講を希望される方は雲南市社会福祉協議会ま
でお問い合わせください。

　各大会の日程等詳細については「募集案内」をご覧ください。募集案
内は、島根県社会福祉協議会（〒690-0011　松江市東津田町1741-3）
まで返信用の140円切手を同封のうえ請求ください。
　なお、雲南市社会福祉協議会でも配布しています。

と　き

ところ

4月16日（日）　競技開始8：30～

雲南市斐伊川特設コース
（木次町下熊谷）

と　き

ところ

入場料

4月2日（日）

チェリヴァホール

大人1,000円、小人500円
（当日券：大人1,200円、小人700円）

卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、
ゲートボール、ペタンク など

日本画、洋画、書、写真、彫刻、工芸

囲碁、将棋

※いずれの種目も参加申込が必要です。

奇
妙
な大
根

【受付期間】4月3日（月）～4月17日（月）
裁判所事務官Ⅰ種・事務官Ⅱ種採用試験

　受験資格や試験日程、申込用紙の請求など詳しく
は下記まで

国家公務員採用Ⅰ種（大学卒業程度）採用試験

国家公務員採用Ⅱ種採用試験

国税専門官・労働基準監督官・法務教官採用試験

【受付期間】4月3日（月）～4月10日（月）

【受付期間】4月14日（金）～4月25日（火）

【受付期間】4月3日（月）～4月14日（金）

国家公務員採用試験

会　場

と　き
三刀屋健康福祉センター
5月13日（土）から12月16日（土）までの間の土曜日
13時30分から16時30分（計18回開催）

定　員 20名
申込メ切 4月20日（木）まで

受講料 無料 （ただし、テキスト代2,000円は自己負担）

県内に在住の60歳以上（昭和22年4月1日以前生まれ）
の方。その他、種目ごとに参加制限があります。

参加資格

シルバースポーツ大会（シルバースポーツ大会（4月～月～6月開催）月開催）シルバースポーツ大会（4月～6月開催）

シルバー美術展（シルバー美術展（7月8日～日～1010日）日）シルバー美術展（7月8日～10日）

シルバー文化交流大会（シルバー文化交流大会（5月1313日）日）シルバー文化交流大会（5月13日）

全国健康福祉祭
静岡大会島根県
選手選考会

尾
原
ダ
ム
菜
の
花
ま
つ
り

尾
原
ダ
ム
菜
の
花
ま
つ
り
2
0
0
6

尾
原
ダ
ム
菜
の
花
ま
つ
り
2
0
0
6

10：00～
16：00～

23 22



25 2424

雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

4月の休館日 毎週金曜日　29日（祝）・30日（日）【図書整理日】

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

今月のおすすめ

最先端の科学が明らかにした生命の意
味、「死」を通してこそ永遠の「生」を
生きるとは何か。「般若心経」の心に触
れ、死ぬのはこわくないと思えるように
なった著者が解き明かす。

柳
やなぎ

澤
さわ

桂子　著

前の居住者が置き忘れたノートが開
かれた時、香

か

恵
え

の平凡な日常は大きく
変わり始めた…。携帯サイト連載で
100万アクセスを突破した、切なく暖
かい恋愛小説。

4月の休館日 毎週月曜日、29日（祝日）、30日（日）【図書整理日】

新着の本（抄）

●那須正幹
まさもと

「ズッコケ中年三人組」
●浅田次郎「お腹

はら

召しませ」
●司馬遼太郎「司馬遼太郎と城を歩く」
●竹内一郎「人は見た目が9割」
●姫野カオルコ「ハルカ・エイティ」
●林真理子「ウーマンズ・アイランド」
●山下康博「指揮官の決断」
●中村うさぎ「愚

ぐ

者
しゃ

の道」
●加藤浩子「モーツァルト　愛の名曲20選」
●石原結

ゆう

實
み

「病は脚
あし

から」
●岸本葉子「四十でがんになってから」
●俵　万

ま

智
ち

「プーさんの鼻」
●海堂

かいどう

尊
たける

「チーム・バチスタの栄光」

●鳥越
とりごえ

信
しん

ほか
「もっと読みたいおはなし絵本100」
●酒井順子「私は美人」
●松宮健一「フリーター漂流」
●塩野七

なな

生
み

「ローマ人の物語（14）」
●神

かん

田
だ

麻
ま

希
き

子
こ

「神様、私をもっと生きさせて！」
●齋藤　孝「読むサプリ」
●中野　翠

みどり

「甘
あま

茶
ちゃ

日記」
●河原

かわはら

俊明「天皇家の愛と苦悩」
●長谷川五郎「オセロの勝ち方」
●板倉雄一郎
「おりこうさんおばかさんのお金の使い方」

●植田康夫「ベストセラーの仕掛人」
●金子由紀子
「ちょっとしたことでていねいに暮らせる45のコツ」
●折口

おりぐち

雅博
まさひろ

「プロ経営者の条件」
●中谷彰宏

あきひろ

「スピード人脈術」
●板

いた

木
ぎ

利隆
としたか

「家庭菜園大百科」
●京

きょう

須
す

偕充
ともみつ

「ガイド落語名作100選」
●飯山

いいやま

章夫「公用あいさつ事典」
●ケンタロウ「ごはんのしあわせ」
●ジャレド・ダイアモンド
「文明崩壊（上）（下）」ほか

「永遠のなかに生きる」

新着の本（抄）

●筒井康隆「銀齢
ぎんれい

の果て」
●澤田ふじ子「狐

きつね

官女
かんじょ

土御門家陰陽事件簿」
●宇

う

江
え

佐
ざ

真理「ひょうたん」
●津村節子「土恋」
●岩井志麻子「瞽

ご

女
ぜ

の啼
な

く家」
●桂　望

のぞ

実
み

「県庁の星」
●阿川佐和子「スープ・オペラ」
●星野　夏「あおぞら」
●戸

と

井
い

十
じゅう

月
がつ

「小野田寛
ひ

郎
ろお

の終わらない戦い」
●辰

たつ

野
の

和男「風と遊び風に学ぶ」
●俵

たわら

万
ま

智
ち

「プーさんの鼻」

●呉
くれ

智英
ともふさ

「言葉の常備薬」
●北原保雄「続弾！問題な日本語」
●水谷　修

おさむ

「夜回り先生こころの授業」
●竹内一郎「人は見た目が９割」
●生島　淳「愛は天才じゃない

母が語る福原家の子育てって？」
●荒木経惟

のぶよし

「写真ノ話」
●荻原博子
「トクするソンする暮らしに役立つお金の常識」
●板倉雄一郎
「おりこうさんおばかさんのお金の使い方」

●大友和行「贈与・相続」
●対

つし

馬
ま

ルリ子「プレ更年期から始めよう」
●瀬戸内寂聴「美しいお経」
●保坂俊司
「知識ゼロからの世界の三大宗教入門」
●日本ベジタブル＆フルーツマイスター協会
「野菜塾」
●東京都立農芸高等学校
「はじめての野菜づくり」
●池橋達雄「定本　島根県の歴史街道」
●日本ヴォーグ社「暮らしの手仕事」ほか

雫
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「クローズド・ノート

雲南市立加茂図書館を加茂総合センター２階に開設しました。
みなさんぜひお越しください。

行 事 日 程 ★こぐまちゃんくらぶ　 とき：毎週月曜日　11：00～　乳幼児向けのわらべうた遊び、手遊びなど

子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

　大東町子育て支援センターでは、家庭でお母さんやおばあさん
がみておられるお子さんを対象に、他の子供さんとの交流を目的
としたとした地域サークルを実施しています。 
 
①子育て相談　10：00～17：00 
　子育て支援センター（あおぞら保育園内）　 
　●14日・28日（金）※面接、電話どちらでも受け付けます。 

②子育てサロン「木馬」　9：30～15：30 
　●毎週火曜日と木曜日 
　　地域福祉センターおおぎ内　 

③子育てサロン「うしお」　9：30～11：30 
　●14日（金）　大東農村環境改善センター『桂荘』 

④はたや子育てサロン「ぽかぽかひろば」　9：30～11：30 
　●  3日（月）　幡屋公民館 

　一緒に親子遊びをしましょう。また、育児について保育士が相談
にのりますので気軽に声をかけてください。新たな交流の輪も広
がります。おじいさん、おばあさんも、どうぞ、お出かけください。 
 
①子育て支援センター開設日　9：00～12：00　 
　●毎週　月～金曜日、祝日はお休みです。 

②活動紹介　いずれも10：00～ 

あおぞら保育園内　　0854-43-9500斐伊保育所併設　　0854-42-2030
①活動紹介 
すくすく育児相談(9：30～11：00受付)をのぞき、 
いずれも10：00～ 
　●25日(火)　誕生会　●27日(木)　すくすく育児相談 

②「同級生集いの日」  毎月第1・2・3火曜 
　●  4日｢うさぎちゃん｣…小麦粉粘土で遊ぼう 
　●11日｢りすちゃん｣……おはなし会 
　●18日｢ひよこちゃん｣…おはなし会 

③出前保育 
　●19日(水)　日登公民館 

旧加茂保育所（加茂町加茂中1001-4）　　0854-49-6723

三刀屋健康福祉センター内　　0854-45-9501

赤ちゃん相談：赤ちゃんの計測や発育・発達の相談など
妊婦さん相談（11：00～）：妊婦さんの健康チェック
や相談・指導など  助産師・保健師・保育士が相談にのります。 

あそぼう広場(１歳半から) 「砂遊びをしよう！」 

幼児の計測、相談 

● 7日(金) 
 
 

●21日(金) 

●28日(金)

　　【開設時間】　平　日(月～金) 　8：30～17：15 
　　　　　　　　土曜日　　　　 　8：30～12：15 
　　【休 所 日】　日曜日、祝日、年末年始 
  
　雲南市では、4月3日より旧加茂保育所施設で、加茂子育て支援
センターを開設します。 
　子育てについての相談や情報提供、つくしっ子広場等のイベン
ト開催など子育てに関する支援指導をする施設です。また、放課
後児童クラブの場として支援します。 
　子育てするみなさんのご来場をお待ちしています。 
※駐車場は、加茂総合センターまたは、なかよしホール前に止めてください。 

①活動紹介 
　●12日(水)、26日(水)……つくしっ子広場 10:00～11:30 
　参加費　100円 
　●18日(火)………………育児相談 10:00～12:00

0854-42-3988　奥井 
サンキューハハ 

 Kiss－Kidsとぷちぴよ　くらぶ 
　kiss-kidsは無料にて赤ちゃんから大人まで誰でも自由に遊べ
る場所です。一緒に遊んだりおしゃべりしませんか。まずは気軽に
来てみてね。 
（各種イベント、託児は有料です。詳細はお問合せください。）　 

①活動紹介　（　）は参加費 
　●毎週金曜はぷちの日…10：00～（子供50円） 
　　季節に合わせたイベントを考えています。 
　●  9日（日）………………さくらまつりバザー　 
　●14日（金）・28日（金） …絵本の日 
　●22日（土）………………どろんこ運動会 
 
 

0854ー42ー9080 雲南市社会福祉協議会木次支部（力石、陶山） 
①活動紹介　9：30～11：30（参加費：1家族100円） 
　●12日(水)　日登公民館会場 
　●26日(水)　高齢者コミュニティセンター 会場 

社協子育てサロン（にこにこクラブ） 9：30～11：30

掛合保育所内　　0854-62-9900
①保育所開放日　9：00～11：00 
　●かけや夢の子園 
　　毎週水曜日（5日を除く） 
※4月からは夢の子園のみです。 

 

 

②子育て相談日　9:00～11:00 
　●19日（水）　　電話・来所どちらも可能です。 

 

同時開催 

昼食試食会…26日(水)開催 
参加費：1家族200円 
〆　切 ： 4／21まで 

吉田健康福祉センター　　0854-74-0215
親子でふれあいながら気軽に楽しい時間を過ごしませんか♪ 
①活動紹介　10：00～12：00　場所：吉田健康福祉センター 
　●12日(水)「“赤ちゃんくらぶ♪”デビューしてみよう♪」、 
　　　　　　 育児相談 

4月より、金曜日も10時から6時まで開館します

3月26日（日）から

行事日程 よみかたりのじかん：毎週木曜日　15：30～
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◆　１歳６か月・３歳児健診
　［対象：大東、加茂］
　（かもてらす／1歳6か月１３：００～、３歳
１４：００～）

◆　ポリオ予防接種
　（三刀屋健康福祉センター／13：00～）

◆　断酒会
　（大東地域福祉センターおおぎ／19：00～）

◆　鯉のぼり掲揚
　（木次町新市地内　斐伊川河川敷）

◆　峯寺護摩供養
◆　第4回 加茂町ＴＢＧ大会
　（加茂中央公園ふれあいの丘）
◆　第15回 加茂町春季ペタンク大会
　（加茂中央公園スポーツの丘多目的広場）

◆　御衣黄カップソフトバレー大会
　（アスパル）2日まで
◆　きすき桜まつり
　（4／21まで）
◆　みとや桜まつり
　（4／25まで）
◆　トロッコ列車運行開始セレモニー
　（ＪＲ木次駅／9：40～）
◆　全国桜名所ポスター展
　（チェリヴァホール　4/21まで）

◆　献血
　（オートボディーＫ／9：00～9:50、大東自動車整備
備工場／10：20～11：50、大東税務署／12:50～
13:30、Ａコープ大東店／14:00～14:50、公立雲
南総合病院／15：20～16：40）

◆　乳児健診
　［対象：木次、三刀屋、吉田、掛合］
　（木次健康福祉センター／4か月１３：００～、10か月14：００～）
◆　断酒会
　（吉田ふるさとセンター19：00～）
◆　第16回 さくら名所100選認定
記念親善ゲートボール大会　

　（木次町斐伊川河川敷コート　8:30～）

◆　献血
　（三刀屋総合センター／9：20～10:30、
ＪＡ雲南三刀屋支所／12：00～13：00、
ショッピングセンターサンライン／13:30～
16:00）

◆　交通事故巡回相談
　（出雲市役所9：00～15：00）
　【問】交通事故相談所

0852-22-5102

◆　身体教育医学研究所開所式
　（三刀屋健康福祉センター／13：30～）
◆　断酒会
　（かもてらす／18:30～20:30）

◆　尾原ダム　菜の花まつり2006
　（木次町尾崎地内）
◆　がん封じ笹酒まつり
　（三刀屋町成覚寺）
◆　上久野舟屋台花傘神事

◆　雲南市消防団任命式
　（掛合体育館／15:00～）
◆　三刀屋城山稲荷例祭
　（三刀屋城山公園／10：30～）
◆　オンヌリ国楽芸術団公演
　（チェリヴァホール／10：00～、16：00～）

吉

三

加

三

◆　斐伊川お花見レガッタ
　（木次町下熊谷　斐伊川特設コース／８:00～）
◆　アジアンシアター「恋は五・七・五」
　（映画）
　（チェリヴァホール／①14:00～②19:00～）
◆　円通寺火まつり
　（掛合町多根／１０：００～）
◆　HAWAIIAN  in  木次
　（チェリヴァホール）

木

木

木

三

大

掛

木

掛

掛

三

加

大

◆　第８回 桜まつりグラウンド
ゴルフ大会
　（木次運動公園野球場、木次小学校
グラウンド　9:30～）

◆　年金相談
　（大東総合センター　10:00～12:00、
13:00～15:00）年金手帳、年金証書、
印鑑などを持参してください。

　【問】松江社会保険事務所
0852-26-2800

◆　妊婦・赤ちゃん相談
　（三刀屋健康福祉センター／１０：００～）

木 ◆　きすき桜まつりメインイベント
　（ＪＲ木次駅前～斐伊川堤防）
◆　みとや城山まつりメインイベント
　（三刀屋城山公園～三刀屋川河川敷）

大

◆　断酒会
　（まめなかセンター／１９：００～）

◆　1歳6か月・3歳児健診
　［対象：木次、三刀屋、吉田、掛合］
　（三刀屋健康福祉センター／
　受付：1歳6か月13：00～、3歳14：00～）

三 ◆　マタニティースクール
　（木次健康福祉センター／10:00～）

掛 木

他

三

吉

木

みどりの日
◆　断酒会
　（三刀屋健康福祉センター／19:00～）

◆　赤ちゃん相談
　（木次健康福祉センター／9:30～）
◆　断酒会
　（木次町下熊谷地域福祉サブセンター
／19：00～）

◆　アルコールによる困りごと相談
　（島根県雲南保健所／受付：１３：００～）
［予約制］

木

木

木

木

木

木

◆　水中ウォーク
　（三刀屋健康福祉センター／10:15～）
◆　こころの健康＆もの忘れ相談
　（島根県雲南保健所／受付：１３：００～）
　［予約制］
◆　赤ちゃんくらぶ♪
　（吉田健康福祉センター／１０:００～）

三 ◆　乳児健診
　［対象：大東、加茂］
　（大東健康福祉センター／４か月13：00～、
10か月13：45～）

大◆　きすき桜まつりメインイベント
　（ＪＲ木次駅前～斐伊川堤防）
◆　みとや城山まつりメインイベント
　（三刀屋城山公園～三刀屋川河川敷）
◆　アスパルウォーク
　（アスパル周辺／7：00～）

三

三

木

木

三

三

木

木

木

三

三

加

◆　第17回 加茂支部女子ゲー
トボール大会
　（加茂中央公園スポーツの丘多目的広場）

加

加

三

木
大

大 …大東町

加 …加茂町

木 …木次町

三 …三刀屋町

掛 …掛合町

吉 …吉田町

他 …その他

開 催 場 所

運動の重点 

１．　自転車の安全利用の推進
２．　シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
３．　スピードダウンと中央線はみ出し事故防止

4/4/6  6  ～154/4/6  6  ～154/6  ～15木 土

　大東町の海潮地区振興会（宮川昇 会長）が、平成17年度コミュニティ助成
事業の助成を受け、海潮基幹集落センターへ倉庫の設置や、スコップ、テント、
担架など防災資機材を購入しました。同振興会では、防災講演会や防災展な
ど各種活動を通じて、防災意識の向上や防災基盤の整備を図っています。

同助成事業は、（財）自治総合センターが宝くじの普及広報事業費として受け入れ
る受託事業収入を財源としており、コミュニティの健全な発展を図るとともに宝くじ
の普及広報活動の一環として行われています。

問い合わせ先問い合わせ先問い合わせ先

●大東健康福祉センター

●加茂健康福祉センターかもてらす

●木次健康福祉センター

●三刀屋健康福祉センター

●吉田健康福祉センター

●掛合健康福祉センター

●大東体育文化センター

●雲南市大東町民体育館

●大東町地域福祉センターおおぎ

●雲南市加茂文化ホール ラメール

●加茂B＆G海洋センター

●雲南市なかよしホール（加茂町）

●雲南市木次体育館

●木次経済文化会館チェリヴァホール

●三刀屋文化体育館アスパル

●三刀屋農村環境改善センター

●雲南市掛合体育館

●掛合まめなかセンター

●吉田勤労者体育センター

●吉田公民館

●吉田町田井公民館

●島根県雲南保健所

0854－43－6142

0854－49－8612

0854－40－1083

0854－45－9501

0854－74－0215

0854－62－0727

0854－43－2130

0854－43－5511

0854－43－5610

0854－49－8500

0854－49－7100

0854－49－8380

0854－42－0375

0854－42－1155

0854－45－9222

0854－45－2645

0854－62－0013

0854－62－0231

0854－74－0214

0854－74－0219

0854－75－0312

0854－42－2800
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本
文
で
も
と
り
あ
げ
ま
し
た
が
、間
も
な
く
桜
が
開

花
花
し
ま
す
。開
花
は
3
月
２０
日
以
降
の
気
温
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
話
で
し
た
。
桜
祭
り
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
満
開
と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
・・・
。 

　
１
年
で
一
番
多
く
の
観
光
客
が
雲
南
市
に
訪
れ
る
時

期
で
す
。こ
こ
を
訪
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、素
晴
ら
し
い

ふ
る
さ
と
の
情
景
を
心
に
焼
き
つ
け
、帰
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。▼
さ
て
、春
と
い
う
季
節
は
、気
持
ち
も
新

鮮
に
な
り
、何
か
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、そ
の
後
押
し
を
し
て
く
れ
る
の

が
、桜
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。合
併
し
て
か
ら
2
回
目

の
春
を
迎
え
、同
時
に
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。今
年
度
、

雲
南
市
で
は
総
合
計
画
や
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い

た
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
す
べ
て

が
、す
ぐ
に
効
果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、5

年
後
、１０
年
後
、そ
こ
に
は
、変
わ
ら
な
い
桜
と
新
し
い

日
本
の
ふ
る
さ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

加
茂
町
三
代
「
段
部
の
し
だ
れ
桜
」 

（
多
田
納
浩
さ
ん
宅
） 


